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『
広
報
い
ず
の
く
に
』は
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

市内在住の１０月生まれで２～４歳までのお子さんを募集し
ます。９月８日（月）までに電話またはメールでお申し込みく
ださい。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まった
場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

ちょっぴり恥ずかしがりやな私だけ
どケーキ屋さんになるのが夢なの！今
は、弟の倖也と遊びのが楽しいよ。

達也さん・知美さんの長女（四日町）
(平成１６年９月３日生)

３度の飯よりアイスがスキ！歌・踊
り・ポニョが大スキ！これ以上ワガマ
マにならないでね。

史朗さん・典子さんの長女（長瀬）
(平成１８年９月１４日生)

いつも陽気なしーくん。大好きなア
ンパンマンのように大切な人を守れる
やさしく強い子になってね。

慎二さん・真由美さんの長男（中條）
(平成１８年９月４日生)

ルンの笑顔は家族みんなの宝物。ル
ンのおかげでみんなが幸せです。いつ
もにこにこありがとね。

康之さん・美雪さんの長女（古奈）
(平成１７年９月２３日生)

おてんばで、食いしん坊のなっちゃ
ん。大好きなにいにのマネばかりして
いるよ。優しい女の子になってね。

貴仁さん・志保さんの長女（三福）
(平成１８年９月２７日生)

しっかりものの永美ちゃん、ユニー
クな心美ちゃん、やんちゃな翔永くん。
みんな心の優しい子になってね。

(平成１８年９月７日生)（宗光寺）
和永
かずひさ

さん・美奈さんの長男・次女・長女

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
は
、
土
の
混
ぜ

方
や
堆
肥
と
の
配
合
割
合
が
出
来
・
不

出
来
に
大
き
く
影
響
す
る
、
い
わ
ば

『
小
さ
な
農
園
』。

誰
で
も
手
軽
に
取
り
組
め
て
、
自

分
で
育
て
た
野
菜
は
新
鮮
そ
の
も
の
。

食
の
安
全
が
騒
が
れ
て
い
る
最
近
、

自
分
で
安
全
、
安
心
な
野
菜
を
育
て

て
み
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
体
験
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
好
き

な
野
菜
を
選
ん
で
栽
培
体

験
。
講
座
終
了
後
は
持
ち

帰
れ
ま
す
。
親
子
で
の
参

加
も
大
歓
迎
！

（
申
し
込
み
の
詳
細
は
二
十

四
ペ
ー
ジ
参
照
）

市役所でも赤い
オクラ栽培中！

p2-9 ■ 特集『わたしたちは忘れない　狩野川台風から50年』

p10-11 ■ 第8回静岡県東部少年の船参加者の声

p12 ■ 9/1～ パスポート申請・受け取りは市役所で

p13 ■ 10月から新しい保険証で受診してください／10月から国

保税『年金天引き』始まります

p14 ■ 狩野川100kmサイクリング参加者募集／秋の祭典リサイ

クル祭りin伊豆の国参加者募集

p15 ■ 平成20年度伊豆の国市敬老会のご案内

■■■（取り出してご使用ください）９月のカレンダー■■■
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中心付近最大風速　　 ７５ｍ
最低中心気圧　　８８０ミリバール
（現在の単位はヘクトパスカル）
連続雨量（天城湯ヶ島）７３９ｍｍ

三
十
三
年（
一
九
五
八
年
）

九
月
二
十
六
日
、
最
大
風

速
七
五
�
、
中
心
気
圧
八
八
〇
ミ
リ

バ
ー
ル（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
）と
い
う
、

か
つ
て
な
い
大
き
さ
の
台
風
が
伊
豆

半
島
を
直
撃
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十

三
年
台
風
二
十
二
号
（
国
際
名：

Ｉ
ｄ
ａ

ア
イ
ダ

）、
の
ち
に
狩
野
川
台
風
と
呼

ば
れ
る
超
大
型
台
風
で
す
。

こ
の
台
風
は
、
伊
豆
半
島
に
多
く

の
雨
を
降
ら
せ
、
恐
ろ
し
い
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
猛
威
を
順

を
追
っ
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
狩
野
川
台
風
来
襲
の
一
週

間
前
に
、
台
風
二
十
一
号
が
来
襲
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
伊
豆
半
島

（
特
に
天
城
山
系
）
に
多
く
の
雨
が
降

っ
た
こ
と
で
、
山
崩
れ
の
条
件
が
あ

る
程
度
満
た
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
、
運
命
の
九
月
二
十
六
日
。

台
風
二
十
二
号
（
狩
野
川
台
風
）
の
来

襲
に
よ
り
朝
か
ら
降
っ
て
い
た
雨
は

徐
々
に
強
ま
り
、
台
風
が
最
も
接
近

し
た
二
十
六
日
夕
方
か
ら
豪
雨
と
な

り
ま
し
た
。
上
流
山
地
に
降
り
注
い

だ
豪
雨
は
、
約
千
二
百
カ
所
に
お
よ

ぶ
崖
く
ず
れ
を
発
生
さ
せ
、
土
石
流

を
起
こ
し
ま
し
た
。
現
・
伊
豆
市
筏
場

い
か
だ
ば

で
は
山
が
真
っ
二
つ
に
割
れ
ま
し
た
。

土
石
流
は
狩
野
川
に
流
れ
込
み
、

川
を
下
り
ま
す
。
途
中
、
橋
に
ひ
っ

か
か
っ
て
止
ま
る
と
ダ
ム
の
よ
う
に

水
か
さ
を
増
や
し
、
限
界
点
に
達
す

る
と
一
気
に
橋
を
押
し
流
し
ま
す
。

二
十
一
時
五
十
分
、
つ
い
に
強
固

な
鉄
橋
・
修
善
寺
橋
を
押
し
流
し
、
そ

の
す
さ
ま
じ
い
ほ
ど
に
荒
れ
狂
っ
た

濁
流
は
、
下
流
の
集
落
を
次
々
と
襲

い
ま
し
た
。
現
・
伊
豆
市
熊
坂
、
現
・

伊
豆
の
国
市
神
島
、
中
島
、
白
山
堂
、

南
條
、
中
條
、
南
江
間
、
原
木
、
函

南
町
塚
本
な
ど
、
い
た
る
と
こ
ろ
で

堤
防
が
決
壊
し
、
集
落
は
次
々
と
濁

流
に
の
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
夢
に
も
思
わ

な
か
っ
た
狩
野
川
流
域
の
集
落
は
、

一
瞬
に
し
て
阿
鼻
叫
喚

あ
び
き
ょ
う
か
ん

の
地
獄
と
化

し
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
が
家
ご
と
、

集
落
ご
と
、
濁
流
と
と
も
に
狩
野
川

を
流
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

や
が
て
夜
が
明
け
、
水
が
退
い
た

と
き
、
残
さ
れ
た
人
々
が
目
に
し
た

驚
く
べ
き
惨
状
は
、
死
者
・
行
方
不
明

者
約
九
百
三
十
人
（
狩
野
川
流
域
八
百

五
十
三
人
、
現
・
伊
豆
の
国
市
内
だ
け

で
も
二
百
九
十
人
）
に
も
お
よ
ぶ
、
未

曾
有
の
大
災
害
だ
っ
た
の
で
す
。

流
れ
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
た

め
、
手
前
で
水
が
堤
防
か
ら
溢

れ
出
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
地
質
上
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。
伊
豆
の
山
々
は
も
と
も

と
、
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
で

き
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
地
質

が
弱
く
、
山
く
ず
れ
に
よ
っ
て

土
砂
が
流
れ
出
す
た
め
、
水
害

が
起
き
や
す
い
の
で
す
。

な
ぜ
、
狩
野
川
は
水
害
が
起

き
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
こ
の
辺
り
の
山
が

急
で
険
し
い
た
め
、
大
雨
が
降

る
と
雨
水
が
い
く
筋
も
の
谷
を

一
気
に
駆
け
下
り
、
す
り
鉢
状

の
ふ
も
と
に
集
ま
る
か
ら
で
す
。

そ
し
て
川
の
形
状
に
も
問
題

が
あ
り
ま
す
。
狩
野
川
は
、
中

流
部
で
川
が
蛇
行
し
、
さ
ら
に

下
流
部
で
は
川
幅
が
狭
く
水
が

狩
野
川
は
、
伊
豆
半
島
の
ほ

ぼ
中
央
に
そ
び
え
る
天
城
山
系

の
万
三
郎
岳
を
源
に
、
い
く
つ

も
の
小
さ
な
川
の
流
れ
を
集
め

な
が
ら
駿
河
湾
に
注
ぐ
川
で
す
。

上
流
部
で
は
ワ
サ
ビ
栽
培
の
名

所
、
中
流
部
で
は
鮎
釣
り
の
メ

ッ
カ
と
し
て
栄
え
、
清
ら
か
な

流
れ
で
人
々
に
親
し
ま
れ
る
狩

野
川
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
昔

は
『
暴
れ
川
』
と
呼
ば
れ
、
洪
水

の
起
き
や
す
い
川
と
し
て
有
名

で
し
た
。

死者・行方不明者　 約９３０人
（狩野川流域市町村では８５３人、
現・伊豆の国市内では２９０人）

全壊・流出家屋　 約１，３００戸
半壊家屋　　　　 約１，０００戸
床下・床上浸水 約１５，０００戸
被害総額（当時） 約２０６億円

①
伊
豆
市
筏
場
い
か
だ
ば

で
は
山
が

真
っ
二
つ
に
割
れ
ま
し
た

台風直後の航空写真。左側は城山・葛城山。手前の現・伊豆市熊坂か
ら現・伊豆の国市、函南町までが一夜にして濁流にのみ込まれました。

昭
和

④そして洪水の被害は
伊豆の国市へ（次ページ）

③伊豆市熊坂は流域中最
も被害が大きかった地区

熊坂

②濁流で修善寺橋が流出

もとは山が
あった部分

参照：映画 狩野川台風３０年（建設省中
部地方建設局 沼津工事事務所企画）、
パンフレットレッツゴー！狩野川（社団
法人中部建設協会沼津支所発行）ほか

狩野川台風の規模

被害状況

狩野川台風の経路図（右）と
狩野川流域の被害箇所図（下）
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夜が明けて、水が退いたとき、
伊豆の国市（旧大仁町・伊豆長岡町・韮山村）の
平野部は、それまでの面影を残さないほどに
激変していました。

おかあちゃん。」

「おーい、たすけてー。」などと声がする。（助けてやりた

い。でも私だってあぶない。）そのうちどこかの家が流れ

て来た。まず兄が乗った。子どもたちは無我夢中で移った。

そのとき、家がまた流れだした。

（中略）「助けてー。」

と叫ぶ。（だめだ。どこまで流されていくのだろう。助か

るだろうか？死ぬのだろうか？…。いやだ、死ぬなんて…。）

（中略）長岡の橋（千歳橋）をくぐった。ものすごい波だ。

「あっ。」「たすけ…。」

（もぐっている。屋根がひっくり返ったのだ。息がつまる。

これで死んでしまうのか。苦しい。上に出なければ…。）

あっ！助かったのだ。息ができる。苦しくない。

「秋代ねえちゃん。」

悦子（妹）だ。悦子がいる。

（中略）（ああ流れがゆるやかになった。ここは水がぐるぐ

ると回っているだけだ。もう流れないかもしれない…でも

この水がひけたら、海へ流れるだろう。そうしたらもう、

私の大好きな音楽も聞けないだろう、歌をうたおう。私の

生きている時の最後の歌を…。）

うさぎ追いし かの山…

あっ、人がいる。あかりが見える。

動いている。人の話し声が聞こえる。

「助けてー。」

「おーい、今行くぞうー。しっかり

していろー。」

それから数十分後私たちは仁田で助けられた。

（当時中学３年　西島（旧姓）秋代さん）

大
仁
橋
付
近
で
は
左
岸
堤
防
が
決
壊

し
、
濁
流
は
伊
豆
市
熊
坂
へ

家
屋
が
流
出
し
た
白
山
堂
・
御
門
付
近
。
写
真
右
上

に
見
え
る
の
は
半
壊
し
た
大
門
橋

上流から千歳橋に流れ着き、山のように堆積した倒木や家屋の破片

堤防決壊により家屋が跡形もなく流された南條付近

河川敷でくる日くる日も火葬された犠牲者の遺体

「おかあちゃん
思わす驚きの声をあげた。家からむこう

の山まで約５００ｍ水でうまっている。

水のほかになにもない。「逃げよう。」だれかが言った。

しかし土手まで１５ｍぐらいの山のような波をともなう

川である。とても泳げない。そのうえ、流木がうずまき

とともに流れている。向こうの土手に消防団の人たちが

いる。みんなであるかぎりの声を出して叫んだ。

「ロープを用意してくれー。」と言った。しかし雨と風で

声がたたれる。なんども叫んだ。聞こえたらしい。

「ロープはあるぞー。」とかすかに聞こえる。

（中略）「落ち着いて最後までロープを離すでないぞ。」

父がおこるように言った。ぼくは、

落ち着くんだ、落ち着くんだと自

分に言いきかせてロープをにぎっ

た。とぶ気なんだが体が動かない。

勇気を出して窓をけった。もう目

をつむってロープをたぐった。風と雨が体の自由をうば

う。足はもっこに立っているだけだから不安定でぐらぐ

らする。足腰が水につかってしまった。（中略）流木が

体にあたることはわかるが痛いとは感じなかった。

（中略）「がんばれ。」「離すな。」

という声が響いてくる。（中略）ロープを無我夢中でた

ぐった。岸の近くになると流れがゆるくなったので、力

を抜くと足が土手についた。足を土手にかけ最後に思い

きって綱を引くと力あまって水をあびた。ぼくの手を消

防団の人たちが引っぱってくれた。そしてその時助かっ

たという気持がおきた。（当時中学２年　谷口隆太さん）

「あっ。」

濁流の力であめのように曲がった大仁白坂付近の伊豆箱根鉄道駿豆線

上流部からの濁流は
堤防を壊し、集落の家々を押し流しました。
家は、人々を乗せたまま、
狩野川を流されていきました。

＊このページの体験談は、田方郡教育研究会・静岡県出版文化会共編『狩野川台風子どもたちの記録』に掲載された文章から、ご本人の許可を得たものの一部分を抜粋し、掲載しました。

浸水の被害にあった伊豆長岡温泉
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あ
の
悲
劇
か
ら
五
十
年
、

狩
野
川
が
二
度
と
暴
れ
な
い
よ
う
に

行
政
と
流
域
の
人
々
は
力
を
合
わ
せ
、

狩
野
川
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

あ
の
悲
劇
の
狩
野
川
台
風
以
来
、

狩
野
川
が
二
度
と
暴
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
事
や

対
策
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

■
上
流
部
で
は
、
た
と
え
山
が
崩

れ
て
も
土
砂
を
く
い
止
め
、
下
流

に
行
か
な
い
よ
う
に
す
る
砂
防
え

ん
堤（
ダ
ム
）が
作
ら
れ
ま
し
た
。

■
中
流
部
で
は
、
川
幅
が
広
げ
ら

れ
、
堤
防
も
頑
丈
な
も
の
に
作
り

替
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
氾
ら

ん
の
主
な
原
因
と
な
っ
た
蛇
行
部

分
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
工
事
や
、

江
間
堰せ
ぎ

の
撤
去
工
事
が
、
地
域
の

協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
台
風
以
前
か
ら
着
工

し
て
い
た
狩
野
川
放
水
路
も
、
計

画
を
大
幅
に
変
更
し
、
計
画
流
量

を
二
倍
に
し
て
、
十
五
年
の
月
日

と
六
十
六
億
円
を
費
や
し
、
昭
和

四
十
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
狩
野
川
の
洪
水
を
分
流
し
、

江
浦
湾
に
放
流
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

■
ま
た
狩
野
川
台
風
当
時
は
、
水

防
体
制
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
同

時
に
、
情
報
不
足
が
大
き
な
災
害

を
招
い
た
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
国

土
交
通
省
沼
津
河
川
国
道
事
務
所

や
県
沼
津
土
木
事
務
所
で
は
、
流

域
や
支
川
の
雨
量
・
水
位
を
観
測
し

た
り
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
川
の
状

況
を
監
視
す
る
こ
と
で
、
一
定
の

雨
量
に
達
し
た
と
き
に
適
正
な
水

防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ま
た
、
市
街
地
を
流
れ
狩
野
川

に
注
ぐ
各
支
川
に
は
ひ
管
や
排
水

機
場
を
設
置
し
て
、
逆
流
や
内
水

氾
ら
ん
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
地

元
の
消
防
団
員
や
操
作
員
な
ど
が

ゲ
ー
ト
を
操
作
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
五
十
年
以
上
に
わ

た
る
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
狩

野
川
は
よ
り
安
全
な
川
に
な
っ
て

き
た
の
で
す
。

狩
野
川
放
水
路
近
く
の
国
土
交

通
省
伊
豆
長
岡
出
張
所
敷
地
内

に
、『
狩
野
川
資
料
館
』
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
狩
野
川
台
風
の

記
録
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
狩
野
川
水
系
で
実
施
し
て
い

る
河
川
・
砂
防
事
業
の
重
要
性
を

多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
の
施
設

で
す
。

資
料
館
で
は
、
狩
野
川
に
つ
い

て
詳
し
い
知
識
を
も
つ
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
（
写
真
）

の
お
話
を
聞
い
た
り
、
狩
野
川
台

風
や
昔
の
狩
野
川
に
関
す
る
貴
重

な
写
真
、
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
り

で
き
ま
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、

訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

開
館
日

月
〜
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

十
時
〜
十
六
時

＊
団
体
に
よ
る
見
学
の
場
合

は
、
事
前
に
日
時
・
人
数
等
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
０
５
５（
９
３
４
）２
０
０
９

ガイドボランティアの皆さん（右か
ら３人）と伊豆長岡出張所長（左）

【狩野川放水路】狩野川台風以前の昭和２５年から着工していた放
水路も、台風の後、トンネルを２本から３本に増やし、断面も拡
大するなど計画を大幅に変更しました。そして地元住民の理解や
協力を得て、総延長２，９８０ｍの大水路は昭和４０年に完成しました。

神島橋

大門橋

江間堰跡

ショートカット前の河道

【中流部】台風以前よりも川幅が広げられ、頑丈
になった大仁橋～大門橋付近の堤防（右）
蛇行した河道がショートカットされた白山堂・神
島地区と江間堰

せぎ

が撤去された天野地区（下）

【上流部】狩野川台風の水害の根源となった山崩れや
土石流をくい止めるため、上流部には数多くの砂防
施設が作られました。写真は伊豆市の地蔵堂第３砂
防えん堤（上）と梅木第４砂防えん堤（左）

【
情
報
収
集
】
流
域
各
所
に
設
置
し

た
無
人
観
測
所
で
雨
量
・
水
位
を
観

測
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
（
左
）
で
も
川

の
状
況
を
常
時
監
視
し
て
い
ま
す
。

国土交通省リアルタイム川の防災情報（雨量・水位）
（パソコン）http://www.river.go.jp/
県サイポスレーダー（雨量・水位）
（パソコン）http://sipos.shizuoka2.jp/
（携帯電話）http://sipos.shizuoka2.jp/m/
国土交通省狩野川ライブカメラ（川の画像）
（パソコン）http://mlit-numazu.go.jp/

【
内
水
対
策
】
狩
野
川
が
支
川
へ
逆

流
す
る
こ
と
や
内
水
氾
ら
ん
を
防
ぐ

た
め
、
ひ
管
（
右
上
）
や
、
排
水
機

場
（
右
下
）
を
設
置
。
操
作
は
地
元

消
防
団
や
操
作
員
が
行
い
ま
す
。

国土交通省中部地方整備局沼津河川国道事務所伊豆長岡出張所屋上より撮影

天野

白山堂

神島



狩
野
川
台
風
の
記
憶
と
教
訓
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
胸
に
刻
む

た
め
、
狩
野
川
台
風
五
十
年
事
業

の
慰
霊
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

狩
野
川
台
風
を
経
験
し
た
人

も
、
狩
野
川
台
風
を
知
ら
な
い
人

も
、
誰
で
も
自
由
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

会
場
で
は
、
当
時
の
様
子
を
伝

え
る
貴
重
な
写
真
や
映
像
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

（
台
風
被
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の

ご
遺
族
に
は
式
典
の
案
内
を
し

て
い
ま
す
。
案
内
が
届
か
な
い

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
　
福
祉
課
　

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
６

と
　
き
　
九
月
二
十
一
日（
日
）

午
前
十
時
〜

と
こ
ろ
　
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

狩
野
川
台
風
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
ま
し
た
。

あ
の
悲
惨
な
水
害
を
知
ら
な
い
世
代
や
、

遠
い
記
憶
の
彼
方
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
人
が

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

五
十
年
と
い
う
時
間
の
中
で

あ
の
水
害
の
教
訓
は
人
々
の
意
識
か
ら
薄
れ
て
し
ま
い
、

「
も
う
狩
野
川
は
氾
ら
ん
し
な
い
」と

人
々
は
安
心
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
に
安
心
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
は

ど
ん
な
災
害
を
引
き
起
こ
す
か
全
く
予
想
が
で
き
な
い
し
、

川
と
隣
あ
わ
せ
で
暮
ら
す
以
上

水
害
が
絶
対
に
起
こ
ら
な
い
と
い
う
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
水
と
戦
う
の
は
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
自
身
な
の
で
す
。

悲
惨
な
水
害
は
、
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、

未
来
へ
の
教
訓
で
も
あ
り
ま
す
。

狩
野
川
台
風
の
体
験
を
語
り
継
ぐ
こ
と
、

そ
し
て
、
流
域
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が

水
防
を
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
。

そ
れ
が
、
有
事
の
際
の
被
害
を
最
少
限
に
抑
え
る
力
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
狩
野
川
台
風
を
忘
れ
な
い
。

そ
し
て
、

水
害
は
二
度
と
起
こ
さ
な
い
。

五
十
年
目
の
節
目
に
、

み
ん
な
で
強
く
決
意
し
ま
し
ょ
う
。

参　考　資　料

今回の特集記事の参考にした
資料です。狩野川台風をもっと
詳しく知りたい人は、ぜひ一度
ご覧ください。
【文献】

狩野川台風誌 付昭和３６年集中豪雨
（田方郡教育研究会編 ）

狩野川台風 子どもたちの記録
（田方教育研究会・静岡県出版文化会共編 ）
狩野川台風４０年

（大仁町教育委員会編 ）
狩野川台風と白山堂
狩野川台風より５０年（半世紀）
～伊豆の国市白山堂を中心に～

（ともに勝村吾一著 ）
【パンフレット】

レッツゴー！狩野川
（社団法人中部建設協会

沼津支所発行 ）
かのがわさぼうたんけんちず
狩野川流域の歴史と人々のくらし
狩野川治水７５年のあゆみ
（いずれも国土交通省中部地方整備局　

沼津河川国道事務所発行 ）
【映像】

映画・狩野川台風
映画・狩野川台風３０年
映画・狩野川放水路
（いずれも建設省中部地方建設局

沼津工事事務所企画 ）
＊上記資料が閲覧できる施設

…狩野川資料館
…中央図書館

【写真・資料提供】

山川信行氏
勝村吾一氏
国土交通省中部地方整備局
沼津河川国道事務所調査第１課
社団法人静岡県出版文化会
狩野川資料館　ほか

自分たちの力で、水害を最小限に抑えること
が大切です。各地区の自主防災会と消防団は、
毎年、水防訓練を実施し、土のうの作り方、
積み方を学んでいます。

狩野川台風５０年事業の一環として、
千歳橋たもとに、市内在住の彫刻家・
鈴木丘さんによる狩野川台風の慰霊モ
ニュメントを設置します。慰霊式典と
同じ９月２１日（日）に完成披露します。

８月３日の『韮山狩野川まつり』
では毎年、台風の犠牲者への慰霊
供養が行われます（右）。また夜の
花火打ち上げ（下）の前には、会場
の全員が黙とうを捧げます。

長岡演劇サークル『劇団ＤＡＮ』は、４年前に
狩野川台風をテーマにした演劇を初公演。
５０年目の今年も、８月２４日に伊豆市修善
寺総合会館にて『狩野川台風』を公演しまし
た（写真は４年前の舞台）。

白山堂の勝村吾一さんは、狩野
川台風を後世に伝えるため、昭
和５６年に『狩野川台風と白山堂』
を、今年８月に『狩野川台風よ
り５０年（半世紀）』を自費出版し
ました（いずれも中央図書館で
閲覧できます）。

８月１日の『かわかんじょう』は、狩野川の恵みに感謝し、一年間水害がないように祈る伝承行事

参加
自由

狩
野
川
台
風

慰
霊
式
典

89 ２００８．９．１いずのくに２００８．９．１いずのくに

完成イメージ



山本美樹（長岡中１年）

私たちの班は、それぞ
れの個性がぶつかり、気
まずい雰囲気のまま３日
ぐらい過ごしました。楽
しいことも苦しいことも
ありました。１番自分が
成長したのはきっと人に
対する気持ちの持ち方と、
友と友の絆でした。参加
させてくれた家族に感謝。

名嘉眞ひかり（沼津市立中１年）

１番心に残ったのは仲
間の大切さ。出会った頃
は仲良くやっていけるの
か心配でしたが、『ｏｎｅ
ｆｏｒ　ａｌｌ，ａｌｌ　ｆｏｒ
ｏｎｅ』を班の目標にした
結果、最終日には涙が止
まらぬ、別れが辛い素晴
らしい仲間になりました。
出会いを大切にしたい。

MIKI  YAMAMOTOHIKARI  NAKAMA

２００８．９．１いずのくに11 10２００８．９．１いずのくに

山口祐貴（長岡中２年）

１週間も親と離れて知
らない子ばかりの団体生
活、大きな船…。ドキド
キとワクワクと少し怖い
気持ちでいっぱいでした。
日に日に友達が増え、楽
しい気持ちが強くなって、
帰着式は複雑な気持ちで
した。次は研修生リーダ
ーとして参加したい！

今までずっと一緒にい
た仲間と乗る最後のバス。
研修生リーダーからメッ
セージを送られると、半
分以上の人が泣いていま
した。友達との『深い絆』。
手に入れた宝物は『最強の
友達』でした。「１度友達
になったら、一生の付き
合いになるんだよ」。
青嶋恵里（韮山中１年）

山口翔悟（長岡中３年）

班の中で１人３年生で、
初めは敬語を使われ堅苦
しい感じでしたが、徐々
にうち解けました。上下
関係なく気軽に話せると
いうことは、より絆

きずな

が深
まるということ。この研
修で、間違った上下関係
なく気軽に話して絆を深
める大切さを学びました。

中島　遼（長岡中２年）

最初はなかなか話せず、
友達関係ができませんで
した。でもグループワー
クをやるうちに気軽に話
せるようになり、自分か
ら話しかければ絆

きずな

を深め
合えたり協力できること
が分かりました。少年の
船で自分を成長させるこ
とができたと思います。

加藤史朗（長岡中１年）

１番記憶に残っている
のは日高ケンタッキーフ
ァームでみんなと食べた
ジンギスカン。肉はうま
く焼けたけど、野菜は丸
こげだと、班のみんなで
笑ったのをよく覚えてい
ます。多くの友達をつく
ることができ、人と協力
する大切さを学びました。

第
８
回
静
岡
県

東
部少年
の
船

七
月
二
十
七
日
か
ら
六
泊

七
日
、
東
部
四
市
三
町
か
ら

集
ま
っ
た
中
学
生
二
百
三
十

七
人
と
、
研
修
生
リ
ー
ダ
ー

七
人
、
指
導
員
四
十
三
人
は
、

船
で
北
海
道
へ
。
航
海
体
験

や
洋
上
研
修
、
北
の
大
地
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
通
し

て
『
仲
間
づ
く
り
』
に
励
み
ま

し
た
。
雄
大
な
自
然
に
触
れ

た
夏
。
初
め
て
出
会
う
仲
間

と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
。

伊
豆
の
国
市
か
ら
参
加
し

た
十
四
人
の
研
修
生
と
、
二

人
の
研
修
生
リ
ー
ダ
ー
は
、

何
を
得
た
の
で
し
ょ
う
。
帰

着
式
を
終
え
た
心
境
は
？

問
合
せ
　
社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

齋藤英樹（大仁中２年）

最初は知らない人ばか
りで行くのが不安でした。
１番印象に残っているの
は、大雪青少年交流の家
で夜、グラウンドに寝転
がって見た満点の星空で
す。３６０度星空が見え、
流れ星もたくさん見えま
した。友達がたくさんで
き、行って良かったです。

ぼくは養護学級なので、
友達ができるか心配でし
た。でも友達を作ることや
普通の人と一緒に生活がで
きました。初めて１週間
家族と離れて生活できた
のも、スタッフの人や友
達のおかげです。一生思
い出に残る体験をさせて
くれた両親、ありがとう。

小ø|津悠平（大仁中３年）

知らない人だらけの班、
初めは話せませんでした。
でもバスレクは班で協力
しなければいけないこと
だらけ…。そこから仲良
しになって、男女の壁も
なくなって。研修が終わ
って、みんなたくさん泣
いた。この１週間が楽し
すぎたからだと思います。
中西愛美（韮山中２年）

『友情』という言葉の大
切さを改めて思いました。
１日目はすごく緊張して
友達ともあまりしゃべれ
ませんでした。最後の日
には、班のみんなとも違
う班の子たちとも仲良く
なっていました。その時
私の心には『友情』という
言葉がありました。
佐藤真美（韮山中２年）

自分の成長、みんなの
成長を感じました。みん
なが同じ時間を過ごして
いくうちに、最終日には、
男女も班も関係なく、み
んなが一つの円になって
話していてすごく嬉しか
ったです。この少年の船
で見つけた宝物『仲間』を
一生大事にしたい。
池田夏那（韮山中２年）

この研修を通してたく
さんのことを学びました。
とくに友達を作る大切さ
です。今までは同じ学校
の人しか友達ができなか
ったけど、今では他の学
校の子とも仲良くするこ
とができました。この研
修で学んだことを次に生
かしたいです。
飯島　花（韮山中２年）

研修生を指導すること
は自分の思うようにいか
ず、大変でした。今回の
研修では人を指導するこ
との難しさを学びました。
大変なこともたくさんあ
ったけれど、中学生の笑
顔にいつも励まされまし
た。少年の船に参加して
良かったです。
池谷麻衣子（研修生リーダー）

「たくさんのことを学べ
たらいいな」という思いを
持ち、北海道へ旅立ちま
した。１週間で今の僕の
中には数え切れないほど
の宝物ができました。初
めは場の雰囲気に慣れな
かったけど、４日目から
子どもたちがなじんでく
れて、楽しくなりました。
池田雄太（研修生リーダー）

「おかえりなさい」母の声
名嘉眞あゆみさん

中学校の担任の先生の勧めで
参加を決めました。出発前は不
安そうだった娘が、寄せ書きが
いっぱい書かれたＴシャツで帰
ってきたときには、満面の笑み。
人との出会いで成長を感じます。

ERI  AOSHIMAYUHEI  OYAIZU

MANAMI  NAKANISHIMAMI  SATO

KANA  IKEDAHANA  IIJIMAMAIKO  IKEYA

佐藤樹里（韮山中２年）

事前研修では班長とし
て班員をまとめることが
できるか不安でした。行
きのバスの中で３人友達
ができ、名前も完璧に覚
えました。北海道では雄
大な広さと自然に圧倒さ
れました。北海道開拓の
村と白老ポロトコタンで
歴史の重さを学びました。

FUMIAKI  KATORYO  NAKAJIMASHOGO  YAMAGUCHIYUKI YAMAGUCHIHIDEKI  SAITOJYURI  SATO

YUTA  IKEDA

【行　程】
１日目：出発式→大洗港出港
２日目：航海教室→苫小牧港
下船→大雪青少年交流の家
３日目：ハイキング　４日
目：旭山動物園　５日目：日
高ケンタッキーファーム　６
日目：北海道開拓の村→白老
ポロトコタン→苫小牧港乗船
７日目：大洗港下船→帰着式



手続きの種類 取扱日／時間 受付窓口

申
　
　
請

新規・
切替 月～金曜日

（祝日、年末年始
を除く）
８：３０～１７：１５

市役所
市民サービス課
（伊豆長岡庁舎）

韮山支所・大仁支所の
市民サービス課では、
申請・受取のどちらも
取り扱いません。

訂　正

査証欄
の増補

受取
上記の時間に加え、
毎週木曜日は
１９：００まで延長

受取までに
かかる日数＊
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＊年度の途中で、国民健康保険世帯員数が増加した場合の増
額分は、特別徴収はそのままに、納付書や口座振替による
納付方法と併用して納付していただく場合があります。
＊特別徴収した保険税額は、年末調整や確定申告の際、社会
保険料等控除の額としては、本人（世帯主）以外の人は使
用できません。

申し出をすると、特別徴収から
口座振替に変更できる世帯があります

問合せ 国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５

特別徴収する保険税額は、対象世帯の世
帯主あてに７月中旬に特別徴収開始通知書
によりお知らせしました。
ただし、今回特別徴収開始通知書が届い

た世帯のうち、今まで保険税を口座振替に
よって確実に納付し
ていた場合は、申し
出をすれば今までど
おり口座振替が継続
になります。詳しくは、
国保年金課までお問い
合わせください。

９月１日から、市役所市民サービス課（伊豆長岡庁舎）内
に、パスポートの申請と受け取りのための窓口を開設します。
県内に住民登録をしている人は、だれでも利用できます。
中部・西部・北遠旅券センター窓口も、引き続き利用でき

ますが、それ以外の県の窓口は廃止になります。

問合せ 市民サービス課　電話０５５‐９４８‐２９０１

国民健康保険被保険者証（保険証）が、１０
月１日（水）からうぐいす色→クリーム色に変
わります。１０月１日以降、病院などに行く
ときは、必ず新しい保険証を窓口に提示して
ください。保険証は９月下旬に郵送します。

保険証はカード式で、ひとり１枚ずつの交付になります。
台紙から保険証部分をはがしてお使いください。
＊現在お手元にある保険証（うぐいす色）の有効期限は９月
３０日（火）まで。国保年金課、大仁支所・韮山支所市民サ
ービス課に返却するか、責任を持って破棄してください。
ご確認ください！

保険証の氏名や生年月日に誤りはないか確認してください。
新しい保険証の有効期限は平成２１年９月３０日です。

手手続続きき
必必　　要要

紛紛失失にに
注注　　意意

勤め先の健康保険をやめて国保に加入する
ときや、勤め先の健康保険に入り国保をや
めるときは、必ず市役所に届け出てくださ
い。会社は国保の加入・脱退手続きをしてく
れません。手続きはご自身でしてください。
届出先 国保年金課（伊豆長岡庁舎）、市民
サービス課（大仁・韮山庁舎）

問合せ 国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５
平成２１年９月３０日
１２３４５６７

イス゛ノ　クニオ
伊豆野　国男

昭和４４年４月１日
平成１６年２月２０日
平成２０年１０月１日
伊豆野　国男
静岡県伊豆の国市
長岡３４０‐１

男

次の人は有効期限が異なります！

■平成２１年９月３０日までに６５歳になる退職者医療制度の人

平成２０年４月から退職者医療制度の対象年齢が６５歳未
満になったため、６５歳になると『国保一般』に変わります。
○有効期限：６５歳の誕生月の月末

（１日生まれは誕生月の前月末）
○退職扶養の人は６５歳未満でも、退職本人が『国保一
般』に変わるときに一緒に変わります。

■平成２１年９月３０日までに７５歳になる人

７５歳になると後期高齢者医療制度の保険証が交付され
るため国保の保険証は使用できなくなります。
○有効期限：７５歳の誕生日の前日

申請手続きには、おおむね３０分程
度の時間が必要になります。ゆとりを
もってお越しください。

以前パスポートを取得したことがあ
る人、取得した可能性がある人で、そ
のパスポートを紛失したなどの理由で
窓口へ持参することができない人は、
取り扱い日の９：００～１６：３０の間に申
請をお願いします。
これは、パスポートの二重発給を防

ぐため、県中部旅券センターへ発給の
有無を確認する必要があるからです。
ご協力お願いします。

以前取得したパスポートを
持参できない人は

申請手続きは
時間にゆとりをもって

【訂正とお詫び】

広報いずのくに８月号の『国保税が軽減されます』の記事
の中で、「所得の少ない世帯に対して均等割を６割、平等割
を４割軽減する措置…」とありますが、正しくは「所得の少
ない世帯に対して均等割、平等割のそれぞれを６割、４割軽
減する措置」です。訂正してお詫び申し上げます。

特別徴収が始まる世帯の納付方法

普
通
徴
収

４月
仮
算
定

前年度の年間国保税額の６分の１を計算し
ます。

７月

９月

１０月
本
徴
収

確定した年間保険税額から、９月までに納
付していただいた額を差し引いた残りを、
１０月以降の年金支給月に振り分けて年金天
引きします

１２月

２月

カード式保険証は小さいため紛失等しない
よう取り扱いには十分注意してください。
保険証が第三者に不正に使用される場合も
ありますので、紛失や盗難にあったときは
警察に届け出てください。

＊『受取までにかかる日数』は申請した日からの日数（土日、祝日、年末年始を除く）

６日間

８日間

６日間

特
別
徴
収

本
算
定

前年中の所得等に基づいて年間保険税額を
計算し、仮算定分と調整した額を、残りの
５回の納期に割り振ります。９月までは、
現金納付または口座振替により納付します。

１～３のすべてに当てはまる世帯は
特別徴収（年金天引き）を開始します

１．世帯主を含む世帯内の国民健康保険加入者全員
が、６５歳～７４歳である

２．世帯主が年額１８万円以上の公的年金を受給し
ている

３．世帯主の国民健康保険税額と介護保険料の合計
額が、年金の受給金額の２分の１を超えない

住民基本台帳ネットワークシステム
住民基本台帳カードの発行と

広域住民票受付を停止します。
問合せ　市民サービス課

電話０５５‐９４８‐２９０１

公的個人認証サービス
市民サービス課窓口での電子

証明書発行・失効サービスを停
止します。

公的個人認証オンライン
窓口での電子証明書オンラ

イン失効と有効性の確認を停止します。
問合せ　市民サービス課　電話０５５‐９４８‐
２９０１　公的個人認証ポータルサイト
http://www.jpki.go.jp
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申込み・問合せ　クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５

出店要領

①１出店者につき１区画
②出店料は無料
③区画の割り振りは主催者側
で決定
④雨天の場合は中止
⑤『出店の決定』と『出店位置』、
『出店の注意事項』は後日通知
⑥出店数は３５店舗を予定。
先着順に受け付け（市内在住者優先）
⑦食べ物・飲み物・生き物等の販売は不可
⑧リサイクルを目的とした出品に限る
⑨開催前日（１０月１７日）に品物を運び込むこと

２人１組のペア（年齢・性別等は不問）で参加してく
ださい。優勝商品として豪華景品をご用意！去年の最
高タイムはペットボトル３０本で２５．５５秒です。
ペットボトルのふたをはずすだけだから簡単？やっ

てみないと分かりませんよ～

簡
単
？

難
し
い
？

募集期間

９月１日（月）～
２６日（金）

募集期間

９月１日（月）～
１０月１７日（金）

予定数になり次第
締め切り

年々参加者数が増え続けている『狩野川１００ｋｍ
サイクリング』を、第９回目を迎える今年も開催！
コースは１００ｋｍと５０ｋｍの２コース。狩野川

の上流部から下流部までの特設コースで、秋風を
感じながらサイクリングをお楽しみください。
今回はＫ‐ＭＩＸ（静岡エフエム放送）パーソナリ

ティー・高橋正純さんと、
アトランタ五輪ＭＴＢ日本
代表・小林可奈子さんも参
加します！

定　員 ４００人
＊定員になり次第締め切り

参加料 高校生以上３，５００円
小中学生　２，０００円

＊お弁当、参加記念品付き
参加資格

安全にマナーよくサイク
リングができる健康な人
（ヘルメットの装着が必要）

１００ｋｍ：中学生以上
５０ｋｍ：小学生以上

＊小学生は必ず保護者が
一緒に走行すること

申込み・問合せ　伊豆の国市観光協会　電話０５５‐９４８‐０３０４　ＦＡＸ０５５‐９４８‐５１５１

対象区

15 ２００８．９．１いずのくに

と　き
伊豆長岡地区・韮山地区の南条：９月１２日（金）
韮山地区（南条を除く）・大仁地区：９月１３日（土）

いずれも１０：００～１２：００
ところ アクシスかつらぎ大ホール

長寿をお祝いし、敬老の意を表するため、伊豆の国
市敬老会を開催します。７５歳以上の皆さんが対象で
す。式典やアトラクションなどでお楽しみください。

敬老会送迎バス

地区によりバス乗車場所・出発時間が違います。
場所・時間は敬老会のご案内でご確認ください。

あなたの地元の自治会や老人クラブ主催の地区敬老会です。
昼食などを用意し、楽しい企画でお待ちしています。

詳
し
く
は
各
地
区
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
月
一
日
現
在
、
市
内
で
百

歳
以
上
の
人
は
十
七
人
。
長
寿

者
人
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

数
字
で
見
る

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
市
敬
老
会
よ
り

と　き ところ

９月１２日（金）
市の敬老会
終了後

長　塚 長塚公民館

南　条
南条区民ホール
本区公民館
真如公民館

９月１３日（土）
市の敬老会
終了後

金　谷 金谷研修センター
山　木 山木産業会館
多　田 多田公民館
奈古谷 生涯学習センター
長　崎 長崎会館
原　木 原木公民館
四日町 四日町公民館
寺　家 寺家公民館
中　条 中条公民館
中 中区公民館
高　原 高原公民館
内　中 内中公民館
土手和田 松並公民館

と　き 対象区 ところ

９月１３日（土）
市の敬老会
終了後

立花台 立花台区公民館
大　仁 大仁公民館
中　島 中島防災センター
神　島 神島集会センター
三　福 三福公民館
守　木 守木公民館
宗光寺 宗光寺公民館
立　花 立花公民館

９月１３日（土）
１１：００～ 白山堂 白山堂公民館

９月１４日（日）
１１：００～ 墹之上 墹之上公民館

９月２０日（土）
１１：００～ みどり やすらぎの家

９月２５日（木）
１１：００～ 大　北 大北公民館

８８歳（米寿）１７０人
（男性４９人・女性１２１人）

９９歳（白寿）１５人
（すべて女性）

１０１歳以上１１人
（男性２人・女性９人）

１００歳 ６人
（男性１人・女性５人）

浮　橋 浮橋公民館

問合せ 高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１　
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9/1月

市民：市民サービス課（伊豆長

岡庁舎） 電話０５５‐９４８‐２９０１

国年：国保年金課

電話０５５‐９４８‐２９０５

環政：環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４

クリ：クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５

観商：観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０

文振：文化振興課　電話０５５‐９４８‐０２２５

企画：企画課　　　電話０５５‐９４８‐１４１３

秘広：秘書広報課 電話０５５‐９４８‐１４３１

福祉：福祉課　　　電話０５５８‐７６‐８００６

高支：高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８０１１

総務：総務課　　　電話０５５‐９４８‐１４１１

安対：安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

社教：社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

議会：議会事務局 電話０５５‐９４８‐１４１７

社協：社会福祉協議会　電話０５５‐９４９‐５８１８

＊健診や予防接種などの問い合わせは

健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１２へ

2 火

4 木

5 金

6 土

77 日日

8 月

重陽

9 火

二百二十日

10水

11木

3 水

９月のカレンダー
●市立幼稚園2学期始業式
●市議会9月定例会初日（伊豆長岡庁舎議
場／議会）
●パスポート申請・受け取り窓口開設（市民）

◆3カ月児相談（韮保セ）

◆3歳児健診（韮保セ）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00ま
で／市民）●飼えなくなった犬･猫の引き取
り（韮山庁舎14:00～14:30／環政）●サポー
トセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ13:00
～16:00／福祉）◆のびのび広場（韮保セ）

●年金相談（韮山庁舎10:00～14:30／国年）

■2008第3回韮山時代劇場ジャズフェスティ
バルチケット販売開始（文振）

●休日のごみの持ち込み受付（9:00～12:00／
クリ）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）

◆運動教室（大仁体育館）
◆フッ素塗布（大保セ）
◆1歳6カ月児健診（韮保セ）

●弁護士相談（韮山福祉センター13:30～
16:30／社協＊要予約）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00ま
で／市民）
●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保
セ13:00～16:00／福祉）

診療時間は9:00～17:00 必ず病院に直接電
話するか田方医師会のホームページ
（http://www.shizuoka.med.or.jp/tagata）、
または田方北消防署（電話０５５‐９７８‐０１１９）、
田方中消防署（電話０５５８‐７６‐０１１９）で確認を。

７日（日）伊豆平和病院
（函南町／内／０５５‐９７４‐１３５５）

１４日（日）小山田病院
（伊豆市／内･小児／０５５８‐７２‐３１２５）

１５日（月）紀平クリニック
（伊豆市／皮膚･内／０５５８‐７２‐５５２１）

２１日（日）伊豆長岡小児クリニック
（中／小児／０５５‐９４９‐１３２１）

２３日（火）三島マタニティクリニック
（函南町／産婦／０５５‐９７９‐０１９２）

２８日（日）蛇ヶ橋クリニック
（函南町／内･消化器／０５５‐９７０‐０５５５）

納期限３０日（火）
上下水道料金（墹之上、天野、小坂、戸沢、江
間、富士見、長瀬、花坂、韮山北部地区、大仁
地区）／下水道受益者負担金第2期分／国
民健康保険税第3期分／介護保険料第3期
分／後期高齢者医療保険料第2期分

２００８

障害者雇用支援月間
９月１９日（金）１３：３０～グランシップ１００１号室
で障害者雇用促進大会を開催　問合せ （社）静
岡県雇用支援協会　電話０５４‐２５５‐７１３９

９
月
は

２００８．９．１いずのくに（カレンダー）

■イベント　●行政情報・相談など　◆保健など

長保セ：長岡保健センター、韮保セ：韮山保健センター、大保セ：大仁保健センター　　　は図書館休館日

秋分の日

2233火火

24水

社日（秋）

25木

秋彼岸明

26金

27土

2288日日

29月

30火

10/1水

2 木

3 金

12金

13土

十五夜

1144日日

敬老の日

1155月月

16火

17水

18木

19金

秋彼岸入

20土

2211日日

22月

●敬老会：伊豆長岡地区・韮山地区の南条（ア
クシスかつらぎ10:00～／高支）

●敬老会：韮山地区（南条を除く）・大仁地区
（アクシスかつらぎ10:00～／高支）
■アクシスの夕べPart.49（アクシスかつらぎ
19:00～／文振）

■十五夜観月会（蛭ヶ島公園内『旧上野家住
宅』16:00～21:00／社教）

●北江間財産区議会議員選挙告示日（総務）
◆フッ素塗布（長保セ）

●北江間財産区議会議員選挙期日前投票（20
日まで／伊豆長岡庁舎8:30～20:00／総務）
＊立候補者が定数を超えない場合は無投票
●行政相談（韮山庁舎13:30～15:30／市民）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00まで／市民）
●年金相談（伊豆長岡庁舎10:00～14:30／国年）●飼え
なくなった犬･猫の引き取り（韮山庁舎14:00～14:30／
環政）●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
13:00～16:00／福祉）◆のびのび広場（長保セ）

●人権相談（大仁庁舎13:30～16:00／福祉）
●住民基本台帳カードの発行と広域住民票受
付停止（市民）●公的個人認証オンライン窓
口での電子証明書オンライン失効と有効性
の確認停止（22日まで／市民）

●中学校学校祭・体育の部
■あなたのステージVol.59（21日まで／韮山
時代劇場20日：13:00～20:00、21日：10:00～
17:00／文振）

●秋の全国交通安全運動（30日まで／安対）
●北江間財産区議会議員選挙投票日（大北公
民館7:00～18:00／総務）●狩野川台風慰霊式
典（アクシスかつらぎ10:00～／福祉）●休日
のごみの持ち込み受付（9:00～12:00／クリ）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観
商）●市民サービス課窓口での電子証明書発
行・失効サービス停止（市民）

●弁護士相談（韮山福祉センター13:30～
16:30／社協＊要予約）
◆ポリオ予防接種（大保セ）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00
まで／市民）●巡回就職相談（伊豆長岡庁舎
13:00～16:00／観商＊要予約）●サポートセ
ンター『ぷちゆめワーク』（大保セ13:00～
16:00／福祉）

■秋川雅史コンサート（アクシスかつらぎ
18:30～／文振）
◆のびのび広場（大保セ）
◆フッ素塗布（韮保セ）

●小学校・大仁東幼稚園運動会
■劇団かかし座影絵『長靴をはいた猫』チケ
ット販売開始（文振）

■狩野川100kmサイクリング（狩野川河川敷特
設会場：中島運動公園7:00受付開始、8:00スタ
ート／観商）●プランター栽培体験講座（韮山
庁舎9:00～12:15／企画＊要事前申込）■中国
雑技団公演（韮山時代劇場14:00～／文振）

◆6カ月児相談（韮保セ）

■小坂みかん狩り園オープン（1月5日まで／
観商）
●住宅・土地統計調査実施基準日（秘広）
◆3歳児健診（韮保セ）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00
まで／市民）●サポートセンター『ぷちゆめ
ワーク』（大保セ13:00～16:00／福祉）
◆のびのび広場（韮保セ）
◆ポリオ予防接種（韮保セ）



２００８．９．１いずのくに（カレンダー裏・右）

市では、小さい子どもを育てるお父さん、お母さんをサポートす
る『地域子育て支援センター』を３カ所開設しています。
親子で来園して楽しく遊んだり、友達を作ったり、保護者同士の

交流の場としてもご利用ください。市内に住んでいる、小学校就学
前までの乳幼児と保護者なら、どなたでも無料で利用できます。
また『子育て相談』もありますので、お気軽にどうぞ。

（地域子育て支援センターたんぽぽ）

三福２９５‐１ 電話０５５８‐７６‐６００６

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
（祝日除く）

１日（月）防災訓練
１２日（金）１０：４５～リズムで遊ぼう！
１６日（火）１０：００～

作ってみよう（２、３歳）
１７日（水）１０：００～

作ってみよう（０、１歳）
２５日（木）防犯訓練
３０日（火）星のおはなし会
●行事の時間はすべて午前中のみ
●育児相談はいつでも受けます。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金９：００～１７：００（祝日除く）
（園庭開放は９：００～１１：３０）

３日（水）指えのぐであそぼう
＊事前申し込み必要

●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
み相談に、専門の保育士が応じ
ます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
（祝日除く）

１日（月）避難訓練
４日（木）おはなし会
８日（月）おやこで踊ろう
１１日（木）たんじょうび会
＊９月生まれの子、事前申し込み必要
１８日（木）製作
１９日（金）製作
２２日（月）育児相談
２５日（木）９：３０～公園で遊ぼう＊
２９日（月）大きくなったかな（身体測定）
３０日（火）きれいにしよう
＊公園で遊ぼうは狩野川リバーサイ
ドパークに現地集合・現地解散で
す（雨天中止）。
●行事の時間はすべて午前中のみ
（身体測定は午後も実施します）
●育児相談はいつでも受けます。

オープン
しました

７月に大仁体育館横にオープンし
たたんぽぽひろば。毎日たくさんの
お友だちが遊びに来ています。『リズ
ムで遊ぼう！』では、歌に合わせて手
遊びをしたり、音楽に合わせて親子
で一緒に踊ったりします。みんなで
元気に楽しく体を動かしましょう。

リズムで遊ぼう！

この調査は、都市部の地籍調査を促進す
るための基礎的なデータを整備するもので、
人口が集中している市街地を対象に平成１６
年度から実施しています。
今回の調査は、主に道路等の

現況を調査し街区の現状を把握
するための測量です。原則とし
て民地へ立ち入ることはありま
せん。民地所有者の立ち会いを
求めることもありません。

この調査は住宅・土地に関する実態を調
べ、日本の住生活を明らかにするものです。
耐震診断の有無や耐震性の確保状況、自動
火災感知設備の設置場所、リフォームの有
無などの事項を調査します。国や都道府
県・市区町村が住生活基
本計画やまちづくり施策
などを立案するための大
切な資料となります。
対象となった世帯には、知事が任命した

調査員が調査票を持ってお伺いします。調
査内容は統計を作成するためのみに使用す
るもので、その他の目的には一切使用しま
せん。調査票への記入をお願いします。
問合せ 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

期間 ９月～平成２１年２月（予定）
対象地域 古奈地区
問合せ 国土交通省国土地理院中部地方測
量部測量課　電話０５２‐９６１‐５６４８
市役所建設課　電話０５５‐９４８‐２９０８

２００８．９．１いずのくに（カレンダー裏・左）

A J

アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

と　き １１月２２日（土）開演１３：００
１１月２３日（日）開演１６：３０

ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット ２２日：【全席自由】１，０００円

２３日：【全席指定】３，０００円
＊市役所での販売は９月８日（月）からになります。
＊９月７日（日）から韮山時代劇場でチケットの電話予約を受
け付けます。

問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

と　き ９月１３日（土）開場１８：３０開演１９：００
ところ　アクシスかつらぎ多目的ホール
出演者　桑原啓郎、桑原京子
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

入場
無料

１日目はアマ８バンド、ゲストに納浩一バンドが登場。２日

目は佐山雅弘トリオＷｉｔｈ　Ｈｏｒｎｓがプロの技を見せます。

日本で最初の影絵の専門劇団かかし座は、創立５０

年。コブクロの大ヒット曲『蕾
つぼみ

』のプロモーションビ

デオにも出演して話題になりました。

と　き １２月２１日（日）
開場１３：３０開演１４：００

ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット 一般１，０００円
【全席指定】 中学生以下５００円
＊市役所での販売は９月２９日（月）
からになります。
＊９月２８日（日）から韮山時代劇場でチケットの電
話予約を受け付けます。
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

劇団かかし座

9/２７（土）
発売

9/６（土）
発売

絵画展と唱歌・演歌・民謡の全２６曲を一人で歌い上

げます。あなたのステージは出演者も随時募集中！

と　き ９月２０日（土）１３：００～２０：００
２１日（日）１０：００～１７：００（歌発表１３：３０～）

ところ　韮山時代劇場映像ホール
出演者　高橋佳男
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

入場
無料

１９７４年放送の青春ドラマ『われら

青春！』で主役に抜擢され人気を獲

得。俳優として活躍する一方、歌

手としても毎年コンサートツアー

を行い、その数１，３００回を超えま

す。６月に発売された新曲『涙』も

大好評の中村雅俊さんがアクシスかつらぎへ！

と　き １１月９日（日）
開場１８：００開演１８：３０

ところ　アクシスかつらぎ大ホール
チケット【全席指定】 Ｓ席５，０００円 Ａ席４，０００円
＊未就学児は入場できません。
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

中村雅俊

好 評
発売中

昨年の様子
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「斜陽に立つ」

古川薫 著
毎日新聞社

乃木
の ぎ

希典
まれすけ

と児玉源太郎。
戊辰戦争から運命の日

露戦争、乃木の自死まで、動乱の幕
末・明治を疾走した両将の人生の軌
跡と友情。歴史小説の巨匠による入
魂のライフワーク。 【長岡】

「止島
とめじま

」

小川国夫 著／講談社
郷里の情景、出来事、
人物など、人生の１コ
マを切り取ったような

小川文学の結晶ともいえる遺作短篇
１０編。土地に流れる息吹を、人の
生と死を見つめ、光をもって描き出
す。 【中央】

「南総里見白珠伝
はくじゅでん

紅
くれ

無
な

威
い

おとめ組」米村圭伍 著／幻冬舎

｢ムーヴド｣

谷村志穂 著
実業之日本社

突然夫に離婚をつきつ
けられ、引越し先には

目の見えない迷い子猫。父は脳出血
で倒れ…。様々な予期せぬ出来事に、
そのつど新しい自分を発見してゆく
佐緒里、３０歳。 【韮山】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
おはなし会９月１３日（土）１１：００～
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
おはなし会９月１８日（木）１４：３０～
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
おはなし会９月１３日（土）、２７日（土）

１４：００～

寛政元年、老中・松平定信は、館
山藩の内偵を『紅

くれ

無
な

威
い

おとめ組』に
託す。不思議な力を宿す、８つの
珠
たま

の謎を暴く大江戸チャーリーズ
エンジェル第２弾。時代小説スペ
クタクル。 【韮山】

＊【 】内は所蔵館名

＊おはなし会は、赤ちゃん～小学
校低学年くらいまでが対象です（事
前申し込み不要）。
＊毎月最終金曜日・祝日・年末・年
始などは３館共通の休館日です。
＊詳しくは、月のカレンダー（広報
にはさみ込み）・図書館ホームペー
ジ・各図書館配布の図書館カレンダ
ーをご覧ください。

「かたつむり　狂言えほん」

内田麟太郎 文
かつらこ 絵／ポプラ社
かたつむりを見たことが
ない太郎冠者

たろ う か じ ゃ

。とんでも
ない生き物を「かたつむりだ！」と勘
違いし、屋敷につれて帰ろうとしてい
る。狂言の演目『蝸牛

かぎゅう

』を楽しくアレ
ンジした絵本。 【長岡】

息子たちはテレビが大好きです。
でも私が家に帰ったときの第一声
は、「今日何の“本”借りてきたの？」。
『生の言葉の力』ってすごいなぁ。子

どもたちが楽しみに
している読み聞かせ
の時間、大事にして

いきたいです。

（図書館司書 ł�橋）

弥
陀
如
来
坐
像
は
、

割
剥
わ
り
は
ぎ

造
り（
大
き
な

木
を
二
つ
に
割
っ
て
、
彫

刻
し
た
後
で
組
み
合
わ
せ

る
技
法
）
で
、
像
の
高
さ

は
八
六
・
八
�
で
す
。
目

は
水
晶
を
は
め
込
ん
だ
玉

眼
で
、
表
面
は
黒
い
漆
の

上
に
金
箔
を
貼
っ
て
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
ほ
と

ん
ど
が
剥
げ
落
ち
て
い
ま

す
。像

の
底
は
膝
の
あ
た
り

に
あ
る
上
げ
底
式
で
す
。

顔
の
張
り
、
衣
の
形
、
後

頭
部
の
螺
髪
ら
ほ
つ
（
髪
の
毛
を

小
さ
な
塊
か
た
ま
りと
し
て
表
現
し
た
も
の
）
が

同
寺
所
蔵
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
国
指

定：

運
慶
う
ん
け
い

作
）
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、

県指定文化財紹介１２

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その４１

伊
豆
の
国
市
民
文
化
祭

芸
能
発
表
会
は
二
日
間
開
催

今
年
度
の
芸
能
発
表
会
は
、
二
日
間
に

わ
た
り
開
催
し
ま
す
。
四
十
九
団
体
が
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

と
　
き

十
月
四
日（
土
）・
五
日（
日
）

九
時
半
〜
十
六
時

と
こ
ろ

韮
山
時
代
劇
場
大
ホ
ー
ル

＊
な
お
、
展
示
部
門
の
作
品
展
は
十
一
月
十
五

日（
土
）・
十
六
日（
日
）開
催
予
定
で
す
。

問
合
せ

社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

背
を
丸
め
て
ゆ
っ
た
り
構
え
、
落
ち
着
い

て
堂
々
と
し
た
姿
を
し
て
い
る
こ
と
、
こ

れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
運
慶
派
の
仏
師
た
ち

が
東
日
本
で
仏
像
を
作
り
だ
し
た
こ
ろ

の
、
鎌
倉
時
代
前
期
を
代
表
す
る
仏
像
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

製
作
さ
れ
た
年
代
な
ど
か
ら
、
建
保
け
ん
ぽ
う

三

（
一
二
一
五
）
年
に
北
条
義
時

よ
し
と
き

が
父
・
北
条

時
政

と
き
ま
さ

供
養
の
た
め
に
建
立
し
た
南
新

み
な
み
し
ん

御
堂

み
ど
う

の
本
尊
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
す
る
研

究
者
も
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
の
保
存
修
理
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
一
度
も
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
な

く
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
作
ら
れ
た
姿
そ
の

ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
願
成
就
院
本
堂
の

本
尊
で
あ
る
た
め
通
常
は
公
開
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
拝
観
を
希
望
す
る
人
は
願
成
就

院
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

がんじょうじゅいん あ み だ にょらいざ ぞ う

指定区分 県指定有形文化財（彫刻）
指定名称 木造阿弥陀如来坐像
指定年月日 平成１３年３月１５日
製作年代 鎌倉時代前期
所 蔵 者 願成就院（寺家）電話０５５‐９４９‐７６７６
拝 観 料 大人一人３００円
休 館 日 毎週水曜日、年末年始

阿

願成就院・阿弥陀如来坐像

入場
無料

旧上野家住宅で、旧暦８月１５日に合わせ、十五夜
の観月会を開催します。いろりを囲んで昔を語り合
う会も行います。参加無料、申し込みは不要です。
１０月１１日（土）には、十三夜の観月会もあります。

詳細は今号と同時
配布のプログラム
をご覧ください。

ところ 蛭ケ島公園内『旧上野家住宅』（市歴史民俗資料館）＊駐車場あり
内　容 ■１６：００ごろ～　いろりで青松葉を燃やし、燻ぶらせます。

屋根全体から煙が浸み出してくる光景は感動ものです。
■日没後、各自で観月会。天体望遠鏡による月面観測も予定。
■１８：００ごろ～２１：００ごろ 『いろりを囲んで昔を語る会』
＊飲み物やおつまみをご持参いただけると、話がはずみます。

問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

『語り』って何？というところから実演まで、楽しく学びます。
『語り』をしてみたいけれど、私にできるかしら…と悩んでいる人も
安心してご参加ください。さあ、あなたも語り（ストーリーテリン
グ）への第一歩を踏み出してみませんか？参加無料。
と　き １０月１５日、２２日、２９日（全３回）

いずれも水曜日１０：００～１２：００
ところ 中央図書館２階視聴覚室
講　師 上原佐惠子氏
（しずおか紙芝居研究会主宰・伊豆おはなし連絡会代表ほか）
定　員 ２０人　＊先着順
対　象 語りや読み聞かせに関心があり、３回とも参加できる人

９月９日（火）～
中央図書館カウンター
または電話で受付開始
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先
日
、
夜
八
時
ご
ろ
車
を
運
転
し

て
い
て
、
青
信
号
の
交
差
点
を
右
折

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
右
前
方
か

ら
無
灯
火
の
自
転
車
が
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
さ
ず
交
差
点
に
進
入
し
て
き

ま
し
た
。
あ
わ
て
て
急
ブ
レ
ー
キ
を

踏
み
、
難
を
逃
れ
ま
し
た
が
、
本
当

に
冷
や
汗
を
か
き
ま
し
た
。

そ
の
自
転
車
は
無
灯
火
の
う
え
、

反
射
材
等
の
装
着
も
無
く
、
非
常
に

見
え
に
く
か
っ
た
の
で
す
。

自
転
車
か
ら
は
車
が
良
く
見
え
る

た
め
、
同
じ
様
に
自
分
も
車
か
ら
見

曲がりかど 人も車も ゆっくりと
遠藤颯希（韮山小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ問合せ 安全対策課

電話０５５‐９４８‐１４１２

新
学
期
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
登
下
校

時
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
い
つ
事
故

に
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
光
景
が
多

く
見
ら
れ
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
す
。

市
交
通
指
導
員
会
は
毎

年
、
市
内
各
小
学
校
で
開

催
さ
れ
る
『
交
通
安
全
リ
ー

ダ
ー
と
語
る
会
』
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

小
学
六
年
生
の
交
通
安

全
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
そ
こ

で
語
っ
た
、
登
下
校
時
に

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
、

危
険
だ
と
思
う
場
所
、
運

転
手
へ
の
お
願
い
な
ど
を
、

十
月
号
か
ら
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

９月下旬の１０日間、秋の全国交通安全運動が展
開されます。期間中は、飲酒運転の根絶、夕暮れ時
と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止、後
部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正

しい着用の徹底（オール
シートセーフティ作戦）
等に重点を置いた運動
が展開されます。
交通ルールとマナー

を守り、交通事故に遭
わないよう十分注意し
ましょう。

夏休みに入って間もないころ、栃木の常磐自動車道で
ワゴン車が横転する事故がありました。残念なことに、
後部座席でシートベルトをしていなかった子どもだけ
が、車外へ放り出されて亡くなりました。
６月から施行された改正道路交通法では、後部座席の

シートベルト着用が義務付けられました。シートベルト
着用はほんの数秒です。運転手
がみんなの着用を確認するのは
当然ですが、子どもたちも車に
乗ったら自らシートベルトをす
るように習慣づけてください。

事
故
に
遭
う
と
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
家

族
や
回
り
の
人
た
ち
も
大
変
な
思
い
を
し
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
の
登

下
校
時
の
状
態
を
確
認
し
て
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

え
て
い
る
と
思

い
込
み
、
ス
ピ

ー
ド
も
緩
め
ず

交
差
点
に
進
入

し
た
と
思
わ
れ

ま
す
。し
か
し
、

車
か
ら
は
、
予

想
以
上
に
自
転

車
が
見
え
て
い

な
い
の
で
す
。

自
転
車
の
無
灯

火
運
転
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
市
内
在
住
・
上
原
さ
ん
／
男
性
）

①歩道から飛び出して前の人を
追い越していく。

②ふざけながら歩いているので
車道にはみ出してしまう。

③手に持ったバッグや傘を振り
回している。

④信号のないＴ字路を、左右の
確認をしないで走っていく。

夕暮れと夜間
に注意！

無灯火の自転車は車からは見えません！

10月号
から

事故一歩前！
韮
山
古
川
は
、
高
原
地
区
の
山

地
に
源
を
発
し
、
韮
山
反
射
炉
南

側
を
流
れ
、
準
用
河
川
皆
沢
川
、

準
用
河
川
山
田
川
を

合
わ
せ
て
、
伊
豆
中

央
高
校
北
側
の
狩
野

川
右
岸
に
合
流
す
る

河
川
で
す
。
下
流
域

で
は
伊
豆
長
岡
駅
と

国
道
一
三
六
号
を
中

心
と
し
た
商
業
施
設

の
進
出
や
市
街
化
が

進
ん
で
お
り
、
ひ
と

た
び
雨
が
降
る
と
、
市
民
生
活
に

大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

近
年
の
集
中
的
な

豪
雨
に
対
し
て
、
国

道
一
三
六
号
古
川
橋

よ
り
上
流
の
河
川
断

面
は
不
足
し
て
お

り
、
渋
川
樋
管
上
流

や
山
田
川
合
流
点
で

は
、
平
成
十
六
年
に

お
い
て
、
韮
山
古
川

本
川
の
水
が
堤
防
を

越
え
て
市
街
地
へ
流

入
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、

県
で
は
越
水
に
よ
る

床
上
浸
水
の
軽
減
を

目
的
に
、
平
成
十
六

年
〜
二
十
五
年
の
十

年
間
に
、
古
川
橋
か

ら
上
中
橋
に
か
け
て

の
護
岸
工
事
や
堤
防

の
嵩
上
げ
等
の
河
川

の
改
修
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
市

街
地
の
浸
水
被
害
の

解
消
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
韮
山

古
川
の
支
川
で
あ
る

渋
川
の
合
流
点
部
分

に
「
旭
台
排
水
機
場
」、
古
川
橋

下
流
部
分
に「
湯
の
原
排
水
機
場
」

を
設
置
し
て
、
豪
雨
時
に
は
韮
山

古
川
に
ポ
ン
プ
で
強
制
排
水
を
行

っ
て
い
ま
す
。「
旭
台
排
水
機
場
」

は
、
平
成
十
九
年
度
に
ポ
ン
プ
施

設
の
整
備
が
完
成
し
、
ポ
ン
プ
の

排
水
能
力
は
毎
秒
二
立
方
�r
か
ら

毎
秒
五
立
方
�r
へ
増
強
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
渋
川
流
域
で
は
、
渋

川
樋
管
よ
り
上
流
部
に
お
い
て
、

河
川
の
拡
幅
と
暗
渠
化
（
河
川
を

箱
型
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に

す
る
）を
行
い
ま
し
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
終
了
後
は

湯
の
原
排
水
機
場
周
辺
の
流
下
能

力
の
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、
古

川
地
区
に
お
け
る
都
市
下
水
路
の

整
備
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

次
回
は
、
宗
光
寺
川
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

韮山古川
ふる かわ

流域

韮山古川の浸水対策事業

「
携
帯
電
話
の
懸
賞
サ
イ
ト
に

応
募
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に

か
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
登
録
さ
れ

て
い
た
」な
ど
、
携
帯
電
話
で
は
、

消
費
者
が
知
ら
な
い
間
に
第
三
者

に
携
帯
ア
ド
レ
ス
が
漏
え
い
し
、

勝
手
に
出
会
い
系
メ
ー
ル
が
送
り

つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
事
案
が

ち
ら
ほ
ら
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
で
は
、
有
名

芸
能
人
を
名
乗
り
恋
愛
感
情
が
あ

る
よ
う
な
メ
ー
ル
を
送
信
し
た

り
、
医
者
な
ど
を
装
い
あ
た
か
も

高
額
の
小
遣
い
を
く
れ
る
か
の
よ

う
な
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
、
い
わ

ゆ
る
『
サ
ク
ラ
』
が
存
在
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の『
サ
ク
ラ
』

相
手
に
、
消
費
者
が
い
つ
の
間
に

か
の
め
り
込
ん
で

し
ま
っ
て
、
高
額

の
利
用
料
を
つ
ぎ

込
ん
で
し
ま
う
こ

と
が
少
な
く
な
い

よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
事
件

の
場
合
、
サ
イ
ト

事
業
者
の
居
所
が

不
明
な
場
合
も
あ

り
、
被
害
回
復
が

困
難
な
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
気
軽
に
使
え

る
携
帯
サ
イ
ト
だ

け
に
、
利
用
に
は

十
分
注
意
が
必
要

で
す
。

出
会
い
系
サ
イ
ト

ト
ラ
ブ
ル

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心
③

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

問
合
せ

観
光
商
工
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

あなたを出会い系サイトへとのめり込ます『サクラ』に注意！

冠水した伊豆長岡駅周辺

浸
水
被
害
と

そ
の
対
策

問
合
せ

建
設
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
８
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国
道
一
三
六
号
反
射
炉
入
口
の
交
差
点

改
良
に
伴
っ
て
で
き
た
残
地（
公
共
用
地
）

に
、
地
元
小
学
生
と
商
工
会
が
花
壇
を
整

備
し
ま
し
た
。

作
業
に
参
加
し
た
の
は
南
条
本
区
わ
く

わ
く
通
学
合
宿
参
加
児
童
や
保
護
者
、
南

条
区
役
員
や
商
工
会
女
性
部
韮
山
支
部
ら

約
五
十
人
。
花
は
市
環
境
政
策
課
が
提
供

し
、
肥
料
は
同
商
工
会
関
係
企
業
の
提
供

よ
る
生
ゴ
ミ
堆
肥
を
使
用
し
ま
し
た
。
気

温
三
十
度
を
越
す
暑
さ
の
中
、
子
ど
も
た

ち
や
参
加
者
は
汗
ま
み
れ
に
な
り
な
が

ら
、
一
生
懸
命
花
を
植
え
ま
し
た
。

花
壇
は
、
通
学
合
宿
の
名
称
に
ち
な
み

『
わ
く
わ
く
花
壇
』と
名
付
け
ら
れ
、
今
後

の
管
理
（
水
や
り
等
）
は
、
商
工
会
女
性

部
韮
山
支
部
が
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
の
建
設
業
者
で
組
織
す
る
伊
豆
の

国
市
建
設
業
協
会
は
、
六
月
か
ら
七
月
に
か

け
て
、
三
地
区
四
カ
所
で
草
刈
り
や
河
川
清

掃
な
ど
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

伊
豆
長
岡
地
区
で
は
、
六
月
十
五
日
に

江
間
川（
い
ち
ご
狩
り
セ
ン
タ
ー
裏
）で
江

間
八
区
の
草
刈
り
に
合
わ
せ
た
川
ざ
ら
い

を
、
七
月
十
七
日
に
工
業
団
地
内
道
路
の

草
刈
り
や
街
路
樹
剪
定

せ
ん
て
い

を
行
い
ま
し
た
。

韮
山
地
区
で
は
、
七
月
三
十
一
日
に
韮
山

古
川
の
下
流
法
面

の
り
め
ん

の
草
刈
り
を
行
い
、
大

仁
地
区
で
は
、
七
月
三
十
日
い
に
深
沢
川

の
下
流
法
面
の
草
刈
り
を
行
い
、
大
雨
の

シ
ー
ズ
ン
に
備
え
ま
し
た
。

奉
仕
作
業
に
は
、
市
内
建
設
業
者
な
ど

の
べ
百
四
十
二
人
が
参
加
し
、
地
域
の
環

境
美
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

交
差
点
残
地
を
花
壇
に

南
条
区
小
学
生
・
商
工
会
女
性
部
ら

各
所
で
地
域
貢
献
を

市
建
設
業
協
会
奉
仕
作
業

今
年
も
三
日
間
に
渡
り
、
花
火
が
伊
豆

の
国
市
の
夜
空
を
焦
が
し
ま
し
た
。

八
月
一
日
は
第
一
弾
の
『
き
に
ゃ
ん
ね
大

仁
夏
祭
り
』。
午
後
か
ら
大
仁
駅
前
商
店
街

を
歩
行
者
天
国
に
し
て
露
店
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
夜
は
狩
野
川
大

仁
橋
下
流
で
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

第
二
弾
は
、
八
月
三
日
の
『
韮
山
狩
野
川

ま
つ
り2008

』。
夕
方
か
ら
千
歳
橋
付
近
の

花
火
が
夜
空
焦
が
し
た
三
日
間

伊
豆
の
国
花
火
大
会

狩
野
川
花
火
ウ
ィ
ー
ク

写真は深沢川下流法面の草刈り（7／30）

交差点わきの花壇に花を植える参加者

きにゃんね大仁夏祭りの大空中ナイアガラは圧巻のスケール

8／1.3.4

7／12

河
川
敷
で
狩
野
川
台
風
慰
霊
祭
や
盆
踊
り

な
ど
を
行
い
、
夜
は
同
会
場
で
花
火
を
打

ち
上
げ
ま
し
た
。

最
後
を
飾
る
の
は
八
月
四
日
の
『
伊
豆

長
岡
温
泉
戦
国
花
火
大
会
』。
会
場
は
同

じ
く
千
歳
橋
付
近
で
、
北
条
早
雲
鉄
砲
隊

と
甲
冑
隊
に
よ
る
出
陣
の
儀
式
な
ど
を
行

い
、
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

来
年
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

6～7月

伊
豆
の
国
市
と
姉
妹
都
市
・
京
都
府
長

岡
京
市
の
両
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
は
、
旧
町

時
代
か
ら
二
十
年
以
上
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
『
伊
豆
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
』

開
催
に
合
わ
せ
て
、
長
岡
京
市
の
小
学
生

が
伊
豆
の
国
市
を
訪
れ
、
市
内
小
学
生
宅

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

大
会
前
日
の
歓
迎
式
で
は
、
伊
豆
の
国

市
長
岡
サ
ッ
カ
ー
と
親
善
試
合
を
し
、
翌

日
か
ら
の
大
会
で
は
伊
豆
の
各
市
町
チ
ー

ム
と
の
リ
ー
グ
戦
に
参
加
、
強
い
日
差
し

に
負
け
な
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

長
岡
京
市
チ
ー
ム
の
試
合
を
別
リ
ー
グ

の
伊
豆
の
国
市
チ
ー
ム
が
応
援
す
る
場
面

も
見
ら
れ
、
両
市
の
小
学
生
に
は
サ
ッ
カ

ー
を
通
じ
た
友
情
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
で
交
流
を
　

長
岡
京
市
少
年
団
伊
豆
Ｃ
Ｃ
出

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

場

七
月
六
日
の
選
挙
で
立
候
補
者
十
八
人
が
無
投
票
当

選
し
、
推
薦
七
人
と
合
わ
せ
て
二
十
五
人
の
農
業
委
員

会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
三
年
で
、

農
地
の
無
秩
序
な
開
発
を
監
視
・
抑
止
す
る
の
が
仕
事

で
す
。
農
地
の
売
買
や
転
用
を
お
考
え
の
農
家
の
人
は
、

地
区
の
農
業
委
員
会
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員
の
問
合
せ

農
業
振
興
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
１

農
地
の
秩
序
を
守
り
ま
す
　

新
・
農
業
委
員
会
委
員
選
出

伊豆ＣＣで
チャンピオンズカップ

奮戦する長岡京市チーム（緑のユニフォーム）

7／26

ＰＩＣＫ
ＵＰ！

１日吉阿久利（長瀬、戸沢、花坂） ２伊奈信之（北江間） ３水口秀夫（長岡、小坂）
４鈴木正典（南江間） ５木内久見（会長／寺家） ６石井弘行（南條）
７鈴木幸雄（中、内中、高原） ８諏訪国男（長崎） ９内田武（土手和田）
10梅原治信（韮山多田） 11安井弘夫（奈古谷） 12岡山義昭（原木）
13塩谷喜久雄（副会長（職務代理）／吉田、中島、神島、大仁） 14矢田重範（白山堂、宗光寺）
15加藤敏夫（田京、御門） 16佐藤好明（浮橋、長者原） 17渡辺孝（田中山）
18相川弘泰（三福） 19高田好教（下畑、田原野） 20浅野文隆（四日町）
21市川恒（中條） 22下田松雄（金谷、韮山山木） 23浅井忠義（守木）
24出川耕司（墹之上、古奈、富士見、天野） 25萩原眞琴（副会長／珍野、長塚、千代田）

＊（ ）内は役職／担当地区

第
三
十
二
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
（
前
橋
市
）
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

県
立
韮
山
高
校
女
子
将
棋
部
が
、
団
体
の

部
で
準
優
勝
し
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
吉
本
有
花
さ
ん
（
三
年
）、

高
村
ま
や
さ
ん
（
二
年
）、
新
村
姿
さ
ん

（
二
年
）。
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
破
竹
の
勢
い
で
勝
ち
上
が
り
、
決

勝
戦
ま
で
進
み
ま
し
た
が
、
愛
知
県
の
南

山
女
子
に
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

三
人
と
も
将
棋
を
始
め
た
の
は
高
校
に

入
っ
て
か
ら
。
吉
本
さ
ん
は
、「
三
人
が

全
力
を
尽
く
し
た
結
果
。
顧
問
の
野
中
先

生
の
指
導
や
男
子
部
員
の
協
力
の
お
か
げ

で
す
」
と
語
り
、
市
長
は
「
全
国
二
位
は

大
し
た
も
の
。
こ
れ
か
ら
も
腕
を
磨
い
て

く
だ
さ
い
」と
快
挙
を
讃
え
ま
し
た
。

全
力
尽
く
し
て
快
挙

韮
高
女
子
将
棋
部

全
国
二
位
に市長に喜びの結果報告をする３人

8／11

新
・
農
業
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん



の多様なジャンルの曲が楽しめま
す。入場無料。
とき／９月７日（日）１１：００～１７：００
ところ／三島市民文化会館大ホール
問合せ／三島市文化振興課

電話０５５‐９８３‐２６７２

『９月９日は救急の日』
イベント開催

とき／９月７日（日）１３：００～１５：００
ところ／サントムーン柿田川スルガ
銀行前広場
内容／応急手当指導、ＰＲ用品配布
＊荒天時はＰＲ用品配布のみ実施
問合せ／清水町消防署救急担当

電話０５５‐９７３‐０１１９

全日程（２回）に参加できる人
募集人数／６０人＊先着順
申込み締切／９月２４日（水）
申込み・問合せ／

県東部健康福祉センター健康増進課
電話０５５‐９２０‐２１１２

劇『華々しき一族』
華麗に見える一族の虚栄と実像が

見事に織り交ぜられた家庭劇です。
とき／１１月２６日（水）１８：３０～
ところ／沼津市民文化センター
出演／若尾文子、西郷輝彦、藤谷美紀
チケット／Ｓ席５，０００円、Ａ席４，０００
円、学生席２，０００円（全席指定、未
就学児入場不可）
申込み・問合せ／沼津市民文化セン
ター　電話０５５‐９３２‐６１１１

第４０回三島市民合唱祭
３５合唱団が参加する市内最大の

合唱の祭典。女声・男声・混声・児童

恋人式
恋人宣言証明書を持って土肥温泉

旅館協同組合加盟施設に泊まると恋
人岬で恋人式を挙げることができま
す。＊恋人宣言証明書の発行はその
場でもできます。
とき／９月１４日（日）１１：００、１２：３０、
１３：００、１３：３０、１４：００、１４：３０
ところ／恋人岬（伊豆市小下田）
問合せ／恋人の里実行委員会　電話
０５５８‐９８‐０５２３ ホームページhttp://
www.koibitonosato-toi.com/koibitoshiki.html

温泉マイスター養成講座（入門）
温泉や健康に関する知識や技能を

持つ『温泉マイスター』を養成します。
修了認定証を贈呈。受講無料です。
とき／１０月７日（火）、８日（水）
ところ／湯～トピアかんなみ

函南町役場
対象／県内に在住する、温泉を活用
した健康づくりに関心を持つ人で、

この夏、いい写真撮れまし
たか？お気に入りの風景や、
受け継ぎたい伝統行事、穴場
絶景スポットなど、あなたの
好きな伊豆の国をカメラに収
めて応募してください。

●４つ切またはワイド４つ切
で、白黒・カラーどちらでも可。
●伊豆の国市誕生（平成１７年
４月）以降、市内で撮影した未
発表のものに限ります。
●１１月７日（金）までに郵送か
直接持参
●作品を掲載する人には１２月
中に直接通知します。全応募
作品を市ホームページで公開。
申込み・問合せ●秘書広報課

電話０５５‐９４８‐１４３１

23 ２００８．９．１いずのくに 22２００８．９．１いずのくに

問合せ 田方消防本部　電話０５５８‐７６‐２２８０
総務省消防庁ホームページ　http://www.fdma.go.jp/

新築住宅は
平成１８年６月１日～

既存住宅は
平成２１年５月３１日まで

もし、誰もいない
部屋で火災が発生
したら？
もし、就寝中に火
災が発生したら？
住宅火災で死に至った原因の半数以上
が、逃げ遅れによるものです。住宅用
火災警報器は、煙に反応して警報音と
音声メッセージを発します。

●どの部屋に設置するの？
寝室、階段などは設置が義務付けられています。

●購入・取り付け方法は？
消防用設備取扱店、ホームセンターなどで購入できます。価格は

１個５，０００円～８，０００円ぐらいです。取り付けは自分
で簡単にできます。日本消防検定協会の検査に合格した
『ＮＳマーク』が付いているものを購入しましょう。

住宅用火災警報器は、住宅火災からあなたを守ります

消防法の改正によりすべての住宅に
住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。

伊
豆
の
国
市
消
防
団
第
五
分
団
は
、
旧
・
韮

山
方
面
隊
第
一
分
団
が
名
称
変
更
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
管
轄
区
域
は
長
崎
、
韮
山
多
田
、
韮

山
山
木
、
韮
山
金
谷
、
韮
山
土
手
和
田
で
、
市

役
所
韮
山
庁
舎
を
中
心
に
、
南
北
に
平
野
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
管
轄
区
域
の
山
間
部
は
、
大

雨
時
に
は
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
堂

川
が
流
れ
る
長
崎
地
区
は
、
非
常
に
冠
水
し
や

す
い
区
域
で
す
。
堂
川
排
水
機
場
は
平
常
時
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
出

水
時
に
は
区
の
自
主
防
災
会
と
連
携
し
て
操
作
し
ま
す
。

第
五
分
団
は
、
本
部
行
事
や
訓
練
以
外
に
も
、
区
の
夏
祭
り
で
の
出
店
や

警
備
、
徒
歩
に
よ
る
冬
期
夜
警（
韮
山

山
木
）、
ど
ん
ど
焼
き
の
点
火
〜
消
火
、

区
防
災
倉
庫
の
定
期
点
検
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（
井
澤
分
団
長
よ
り
）「
第
五
分
団
は
、

消
防
団
に
最
も
必
要
な『
団
結
力
』に
は

自
信
が
あ
り
ま
す
。
一
度
警
報
が
鳴
れ

ば
、
各
々
が
全
力
を
尽
く
す
、
そ
ん
な

仲
間
た
ち
で
す
。
地
域
防
災
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
消
防
活
動
に
努
め

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」。

＊
正
・
副
分
団
長
、
支
援
団
員
を
除
い
た
現
役
団
員
の
年
齢

谷
口

た
に
ぐ
ち

隆
太

り
ゅ
う

た

狩
野
川
資
料
館

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん

ＭＹ　ＷＡＹ

消
防
団
の
力
強
い
手
を
忘
れ
な
い

「
物
心
つ
い
て
以
来
、
初
め
て
『
死
』
を
覚

悟
し
ま
し
た
」
と
、
中
学
二
年
生
当
時
の
狩
野

川
台
風
を
思
い
出
す
谷
口
さ
ん
。

そ
の
日
は
台
風
の
襲
来
に
備
え
、
実
家
が
営

む
旅
館
の
畳
上
げ
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

「
数
日
前
に
も
台
風
で
床
上
浸
水
し
た
の
で
、

誰
も
が
備
え
は
し
て
い
た
。
で
も
予
想
を
は
る

か
に
超
え
た
台
風
だ
っ
た
ん
で
す
」。
そ
こ
か

ら
は
、
特
集
記
事
の
体
験
談
の
と
お
り
。

五
十
年
前
を
ふ
り
返
っ
て
谷
口
さ
ん
は
言
い

ま
す
。「
あ
の
と
き
、
わ
が
身
の
危
険
を
顧
み

ず
救
出
活
動
を
し
た
地
元
の
消
防
団
。
激
流
を

ロ
ー
プ
で
渡
り
き
っ
た
私
の
手
を
引
っ
ぱ
っ
て

く
れ
た
、
力
強
い
手
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
災
害
直
後
の
混
乱
の
中
、
青
年
団
や
水

防
団
、
婦
人
会
な
ど
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
が
、
互
い
に
助
け
あ
っ
た
姿
を
見
て
、
地
域

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
も
感
じ
ま
し
た
」。

大
学
卒
業
後
、
建
設
会
社
に
就
職
し
、
四
十

年
近
く
こ
の
地
を
離
れ
て
い
た
谷
口
さ
ん
は
、

消
防
団
に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
職

を
替
え
地
元
に
戻
っ
た
今
こ
そ
、
地
域
へ
の
恩

返
し
が
し
た
い
、
と
強
く
語
り
ま
す
。
狩
野
川

資
料
館
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
そ
の
活
動

の
ひ
と
つ
。
五
十
年
前
の
台
風
の
体
験
が
、
今

の
谷
口
さ
ん
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

谷口さんの狩野川台風当時の体験談は４ページ参照

⑤第５分団

夏祭り等で会場警備にあたる第５分団
（写真は８月３日の韮山狩野川まつり）

第５分団ＤＡＴＡ
管轄区域　長崎、韮山多田、韮山山木、

韮山金谷、韮山韮山、韮山土手和田

（１，２９８世帯／約３，６６６人）

分団長　　井澤憲裕（土手和田）

副分団長 佐藤崇彦（韮山山木）

団員数　　２７人

団員の平均年齢　　２５．７歳＊

団員の職業



初回は１０月１０日（金）
以降は主に金曜日
１０：００～１１：３０

と　き

親子プリトリム教室親子トリム教室
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お・知・ら・せ
●市民活動センターについて　●協
働事業の評価　●地縁組織・ＮＰＯ・
行政の連携のあり方
募集期間／１０月１７日（金）まで
申込み・問合せ／県県民部県民生活
室　電話０５４‐２２１‐３７２６

市内在住の美術作家たちが、油彩
画・水彩画・アクリル画・日本画等約
３０点を展示します。入場無料。
とき／１０月１日（水）～５日（日）
１０：００～１８：００＊最終日は～１７：００
ところ／アクシスかつらぎ多目的ホール
問合せ／『アートかの川』絵画展準備委
員代表（杉山） 電話０５５‐９４９‐３２３７

自然に親しみ、景観を楽しみながら
身体と心をリフレッシュしませんか。
とき／１０月１９日（日）８：００集合
行程／市役所伊豆長岡庁舎駐車場集
合、小坂みかん園～葛城
山～益山寺～発端丈～三
津浜　＊悪天候の場合は、
中止または行程を変更
対象／市内在住か在勤の人
（原則として、小学校４年生以上）
定員／６０人＊応募多数の場合は抽選
参加料／１人６００円（受付で徴収）
申込み方法／あやめ会館にある申込
用紙かはがきに参加者全員の住所・

自殺者が毎年３０，０００人を超える
日本。『うつ』を抱えて悩む家族へ、
近畿医療福祉大学の山田州宏

くにひろ

教授が、
『うつ』への対応について講演します。
とき／１０月４日（土）１３：３０～
ところ／韮山福祉保健センター

２階研修室
問合せ／伊豆の国市社会福祉協議会

電話０５５‐９４９‐５８１８

大会テーマは、『ＮＰＯとともに創
る新たな地域社会』。全体会は参加無
料、分科会は参加費３，０００円です。
全体会（定員／４５０人）
とき／１１月１７日（月）１３：００～１６：３０
ところ／県コンベンションアーツセ
ンター『グランシップ』中ホール大地
内容／基調講演（さわやか福祉財団理
事長堀田力氏）、パネルディスカッショ
ン（コーディネーター：静岡大学教授
日詰
ひづめ

一幸氏　パネリスト：
千葉県知事、静岡県知事、
県外ＮＰＯ活動実践者など）
分科会（定員／１分科会３６～６０人）
とき／１１月１８日（火）９：３０～１６：００
ところ／県男女共同参画センターあ
ざれあ
内容／●ＮＰＯと行政の多様な主体
による連携　●協働事業提案制度

氏名（ふりがな）・性別・年齢・電話番
号と、代表者氏名を記入し、下記へ
提出。はがきは１枚につき４人まで
申込み可能、『トレッキング教室申
込み』と明記してください。
申込み期限／９月２５日（木）必着
申込み・問合せ／市役所社会教育課
〒４１０‐２２９２長岡３４６‐１
電話０５５‐９４８‐１４６１

活動内容／親子映画会（年３回開催）の
駐車場係・保安係・会場設営係・受付係
登録期間／平成２１年３月３１日（火）
まで＊退会希望がない場合は更新
応募条件／市内在住の成人
申込み方法／あやめ会館にある申込
用紙かはがきに郵便番号・住所・氏
名・連絡先（電話番号とＦＡＸ番号）を
記入し下記へ提出。はがきは『ボラ
ンティア希望』と明記してください。
申込み・問合せ／市役所社会教育課
〒４１０‐２２９２長岡３４６‐１
電話０５５‐９４８‐１４６１

各種目３位まで表彰します。初心
者枠もあり。１人でも参加できます。
とき／９月２８日（日）受付８：３０～、
開会式８：５０～、試合開始９：００～
＊予備日１０月５日（日）
ところ／狩野川リバーサイ
ドパークテニスコート
種目／一般男子の部（Ａ・
Ｂ）、一般女子の部（Ａ・Ｂ）
参加資格／市内在住・在勤者または

設することになりました。開設予定
は平成２１年６月頃です。
構造・規模／鉄筋コンクリート造４階
建、建築面積１，６３２．９２平方�b、延床
面積４，３７０．６８平方�b
施設形態／個室
定員／入所７０人、シ
ョートステイ１０人、
デイサービス２０人
問合せ／社会福祉法人函要会

電話０５５‐９７０‐１１２７

新しく対象となる人は事前に申請
ができます。免除を受けるには、市役
所窓口で証明を受けた申請書をＮＨＫ
に提出してください。免除基準の詳細
は気軽にお問い合わせください。
申請窓口／福祉課（大仁庁舎）、市民サ
ービス課（伊豆長岡庁舎と韮山庁舎）
持ち物／手帳（身体障害者手帳・療育手
帳・精神障害者保健福祉手帳）、印鑑

問合せ／ＮＨＫ静岡放送局
電話０５４‐２７４‐１１００
市役所福祉課
電話０５５８‐７６‐８００７

市ソフトテニス連盟加入者（高校・大
学等のソフトテニス部員は除く）。
参加料／１組５００円（受付で徴収）
申込み方法／あやめ会館にある申込
用紙か便箋用紙等に参加種目・氏
名・年齢・性別・連絡先（住所と電話
番号）を記入し、下記へ提出。
申込み期限／９月２２日（月）
申込み／体育協会事務局（市役所社
会教育課内） 電話０５５‐９４８‐１４６１
問合せ／市ソフトテニス連盟事務局
（鈴木） 電話０９０‐４１９４‐０６３４

犬や猫の飼い方教室やフ
ン放置防止パトロールなど
の活動をしている動物愛護
ボランティア。すでに活動
を行っている人や活動に興味のある
人と意見交換をしませんか。
とき／９月２５日（木）１３：３０～
ところ／東部総合庁舎本館３階大会議室
内容／県動物愛護管理推進計画の説
明、ボランティア活動紹介、意見交換
申込み期限／９月１７日（水）
申込み／市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

お・知・ら・せ
問合せ／東部保健所衛生薬務課

電話０５５‐９２０‐２１０２

定員／８０人＊推薦枠含む
試験日／１月２３日（金）
願書提出期間／１２月１５日（月）～平
成２１年１月１４日（水）必着
募集要項の請求／郵便番号・住所・氏
名を明記し、２００円切手を貼付した
封筒（角２号）を同封して、募集要項
の請求と朱書きし、入試係に請求
申込み・問合せ／静岡医療センター
附属静岡看護学校　〒４１１‐０９０５
駿東郡清水町長沢７６２‐１
電話０５５‐９７６‐５４５５ ホームページ
http://www.hosp.go.jp/̃tsh/school

市高齢者保健福祉計画と介護保険
事業計画に沿った特別養護老人ホー
ムとして、韮山地区山木（旧日通道
路入口）に社会福祉法人函要会が建
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子
育
て
中
の
親
子
を
対
象
に
、

読
み
聞
か
せ
や
リ
ズ
ム
体
操
等
の
親
子
遊
び

や
、
お
母
さ
ん
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
個

別
相
談
を
中
心
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

保
育
士
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
お
母

さ
ん
同
士
の
育
児
の
体
験
を
話
し
合
う
場
で

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き

全
十
回（
原
則
火
曜
日
）

九
時
半
〜
十
一
時
半

十
月
十
四
日
・
二
十
八
日
、
十
一
月
十
一

日
・
二
十
五
日
、
十
二
月
九
日
・
二
十
二

日（
月
）、
一
月
十
三
日
・
二
十
七
日
、
二

月
三
日
・
二
十
四
日

と
こ
ろ

長
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

定
　
員

三
十
組

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
み

九
月
十
九
日（
金
）ま
で
に
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
込
み
・
問
合
せ

市
役
所
福
祉
課

電
　
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
８（
７
６
）８
０
２
９

市では『地球温暖化対策実行計
画』を策定し、温室効果ガス削減
に取り組んでいます。昨年度の市
役所３４部局１９１施設での二酸化

炭素排出量は、６，８２１�d。基準
年度から０．０４％減。削減目標年
度（平成２３年度）までに６％減を
達成するよう努力していきます。
問合せ 市役所環境政策課　

電話０５５‐９４９‐６８０４

食
品
残
渣
を
利
用
し
た
堆
肥
を

使
っ
て
、
講
師
と
一
緒
に
自
分
で

土
と
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
野
菜
の

種
の
下
に
、
秋
植
え
球
根（
ス
イ

セ
ン
）を
植
え
ま
す
。
収
穫
の
後

に
は
花
が
咲
く
二
段
栽
培
！
プ
ラ

ン
タ
ー
や
種
、
土
、
堆
肥
な
ど
は

こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

内
容

生
ご
み
・
牛
糞
堆
肥
の
作

り
方
紹
介
、
講
演『
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
は
小
さ
な
圃ほ

場
』、
プ
ラ
ン

タ
ー
栽
培
体
験

植
え
る
野
菜

ミ
ニ
ニ
ン
ジ
ン
、

コ
マ
ツ
ナ
、
レ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ム
、

ミ
ツ
バ
、
カ
ラ
ミ
ダ
イ
コ
ン（
カ

ザ
フ
）か
ら
申
し
込
み
時
に
選
択

持
ち
物

参
加
料
、
移
植
ご
て
、

軍
手
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ

市
役
所
企
画
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
３

楽しいことが盛りだく
さん！親子で楽しく体を
動かしてみませんか？

対象・
定員

Ｈ１７．４～Ｈ１８．３
生まれの子と親３０組

Ｈ１８．４～Ｈ１９．３
生まれの子と親３０組

初回は１０月６日（月）
以降は第１・第３火曜日
１０：００～１１：３０

ところ 韮山体育館
韮山農村環境改善センター あやめ会館

岩本玲子・加藤世理子
（静岡県トリムバンク認定指導者）

岩本玲子・原木澄子
（静岡県トリムバンク認定指導者）

１組２，５００円（１０回分）
＊クリスマス会は会費別途必要

タオル、上履き、飲み物

市役所社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１
９月１０日（水）９：００～受付。定員になり次第締切

講　師

申込み
問合せ

持ち物

参加料
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●
狩
野
川
台
風
の
夜
、
家
が
濁

流
に
の
ま
れ
た
母
は
命
か
ら
が

ら
逃
げ
ま
し
た
。
山
間
部
に
住

ん
で
い
た
父
は
翌
朝
山
を
下
り

た
と
き
、
川
底
に
沈
ん
だ
田
方

平
野
に
驚
が
く
し
ま
し
た
。
幼

少
よ
り
聞
か
さ
れ
た
両
親
の
貴

重
な
体
験
。
わ
が
子
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
夏

●
市
内
三
つ
の
花
火
大
会
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

か
つ
ら
ぎ
山
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

が
夜
間
運
行
し
た
た
め
、
山
頂

か
ら
花
火
を
撮
影
。
予
想
よ
り

も
は
る
か
下
の
方
に
、
音
も
無

く
上
が
っ
て
は
消
え
る
花
火
が

夜
景
の
中
に
よ
く
映
え
、
静
か

な
感
動
を
く
れ
ま
し
た
。

土

現・大仁橋の下流６０ｍの
水面に見えるレンガの塊は、
大正４年～狩野川台風まで
大仁橋の橋台でした。復興
後の橋脚増設で不要となり、その後の水害で現在
の位置に流されたといいます。狩野川台風前の橋
台と、狩野川台風後の旧橋（今年度撤去予定）が、
昨年１２月に開通した現・大仁橋をはさんで並ぶ様
は、半世紀という時の長さを感じさせます。

表紙より

住民登録人口●50,330人（男：24,343人、女：25,987人） 世帯●19,568
外国人登録人口●527人（男：214人、女：313人） 世帯●241

市の人口
（平成２０年８月１日現在）

編　集　後　記

●
狩
野
川
台
風
は
私
が
結
婚
し
た
年

で
し
た
。
長
女
が
水
害
後
に
生
ま
れ
、

大
変
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
も
う
こ

ん
な
こ
と
が
起
き
な
い
こ
と
を
念
じ

て
い
ま
す
。（
南
條
・
74
歳
・
女
性
）

→

特
集『
狩
野
川
台
風
か
ら
五
十
年
』、

ぜ
ひ
ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
（
狩
野
川
薪
能
の
記
事
を
読
ん
で
）

下
の
娘
（
高
二
）
も
小
学
校
五
、
六
年

と
薪
能
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。
テ

レ
な
が
ら
能
を
舞
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
。
汗
を
流
し
な
が
ら
指
導
を
受

け
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。
良
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。（
立
花
・
49
歳
・
女
性
）

●
暑
い
日
が
続
き
、
生
け
花
が
花
瓶

に
さ
し
て
も
す
ぐ
枯
れ
て
し
ま
う
の

で
、
ア
イ
ビ
ー
を
コ
ッ
プ
に
さ
し
て

い
ま
す
。
見
た
目
も
涼
し
げ
で
ス
テ

キ
で
す
よ
。（
富
士
見
・
70
歳
・
女
性
）

●
畑
を
始
め
て
数
十
年
。
初
め
て
ス

イ
カ
の
苗
を
買
い
作
っ
て
み
た
ら
、

知
ら
ぬ
う
ち
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
早
取
り
し
て
い

ま
い
ピ
ン
ク
の
ス
イ
カ
を
笑
顔
で
食

べ
て
ま
す
。
次
の
は
赤
く
し
て
食
べ

よ
う
！
（
天
野
・
86
歳
・
女
性
）

→

今
年
の
夏
は
豊
作
で
し
た
か
？
秋

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
も
家
庭
菜
園
始

め
て
み
て
は
？

皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

お題：漢字ジグソー
脳の活性度　★★★★

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】
①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢（学年）、
②広報紙へのご感想や身近な話題などを書き添え（必須）、９月
１２日（金）までに下記へお送りください。いただいたご意見な
どは、広報で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「８個」正解者は２０／３２人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

渡辺　篤、山口真理、すずきりひと、梅原晴子
きよこ

、杉山とし子、

山田春枝、小柳康雄、佐々木久美子、久保田文子、増島　巴

お・知・ら・せ

＊市役所では品物を預かりません。相手
が現れたら双方に連絡先を教えます。
申込み・問合せ 市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

26２００８．９．１いずのくに

履歴書の書き方や面接の受け方、
「就職への前向きな気持ちが湧き上が
ってこない」など、就職活動に関する
ことなら何でも相談に応じます（相談
無料・相談日の前々日までに予約）。
とき／毎月第４木曜日１３：００～１６：００
ところ／市役所伊豆長岡庁舎

１階市民相談室
申込み・問合せ／市役所観光商工課　電
話０５５‐９４８‐１４８０　沼津ヤングジョブ
ステーション　電話０５５‐９５１‐８２２９

ひきこもり等に悩む若者や高校・
大学中退者、障害がある若者の相談
と就労支援をします。
とき／毎週月～土曜日１０：００～１７：００
ところ／しずおか東部若者サポート
ステーション（三島市本町９‐３）
申込み・問合せ／しずおか東部若者サ
ポートステーション　電話０５５‐９７２‐
４３４４　Ｅメールlibera@trust.ocn.ne.jp

９月１１日（木）は『警察相談の日』。
警察では、各種犯罪被害や交通事故
などの相談を随時受け付けています。
プライバシーは厳守します。
各種犯罪被害や交通事故などの相談

…最寄りの警察署・交番・駐在所か、
県警ふれあい相談室 電話０５４‐２５４‐

９１００（月～金曜日８：３０～１７：３０＊）
少年問題に関する相談…少年サポー
トセンター　電話０１２０‐７８３‐４１０
（月～金曜日８：３０～１７：３０＊）
＊祝祭日・年末年始除く
暴力団に関する相談…暴力相談専用
電話０１２０‐５４８‐９３０
性犯罪被害に関する相談…性犯罪被
害１１０番　電話０１２０‐７８３‐８７０

とき／９月の毎週木曜日
いずれも１３：００～１６：００

ところ／大仁保健センター
内容／レクゲーム、料理教室ほか
参加料／相談無料。活動内容により実費
必要。新規希望者は事前連絡ください。
問合せ／田方・ゆめワーク　

電話０５５８‐７５‐５６００

とき／９月１０日（水）、１７日（水）
１３：００～１５：００＊要予約
ところ／東海税理士会三島支部税務
相談所（三島市大宮町３‐２０‐２１）
申込み・問合せ／東海税理士会三島
支部　電話０５５‐９７２‐１６６８

事業主（７５社程度）と求職者の個
別面接や相談を行います。
とき／９月２４日（水）受付
１２：００～、１３：００～１５：３０
ところ／キラメッセ沼津
問合せ／ハローワーク三島

電話０５５‐９８０‐１３０２

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」「ゆ
ずりたい」人を探します。来庁（韮
山庁舎）か電話でご登録ください。
（最高６カ月間、希望により再登録可）

【ゆずります】

ハムスター用かご　　　　無　料
学習机（木製） 無　料
ポータブルトイレ　　　　無　料
折りたたみ式自転車　　　無　料
幼児用押し車（おもちゃ） 無　料
雛飾り（７段） 無　料
二層式洗濯機　　　　　　無　料
ジュニアシート　　　　　無　料
電動介護ベッド　　　　　無　料
ヤマハフルート　　　　　応　談
カヌー（ライフジャケット付き）応　談
田植機（２畳植え手押し） 応　談
ビニールプール用滑り台　応　談
小盆栽鉢（陶器１００鉢） 応　談

【ゆずってください】

楽生保育園園服・スモック・体操着（１２０�Aまで）無　料
市内中学男子制服上下（１６０�A）無　料
米用保冷庫　　　　　　　無　料
韮山保育園園服（サイズ不問）無　料　
県立高校全教科教科書・参考書（高校・学年不問）無　料
高校受験参考書・問題集　無　料
ラジオ／オーブン　　　　無　料
アルミ三脚と竿　　　　　無　料
稲刈り機／田植機／耕運機 無　料
養蚕の道具一式／はた折り機 無　料
サーフィンショートボード　無　料
プラレールの電車　　　　無　料
自転車用椅子（前・後） 無　料
プラレールの線路　　　　無　料
楽生保育園園服・体操着　応　談
ベビーゲート　　　　　　応　談
チャイルドシート　　　　応　談
家庭用管理機　　　　　　応　談
ビデオデッキ　　　　 １，０００円

建物の外に看板やポスターなど（屋外広告物）を出
すときには、届け出が必要なことをご存じですか？
屋外に広告物を表示・設置するときには、県の条例

に基づく許可が必要です。設置しようとする屋外広
告物が規則で定める基準に適合し、構造や表示する面積も基準に適合し
ていなければなりません。違反した屋外広告物を設置または管理する人
には、除却や改修など必要な措置を命じることになります。
あなたの表示（管理）する屋外広告物の届け出はお済みですか？すでに

申請済みの人も、更新期間を含め許可内容の確認をしてみましょう。
問合せ　市役所都市計画課　電話０５５‐９４８‐２９０９

答え○○

バラバラになった漢字を例のように組み合

わせると、２文字の言葉になります。何とい

う言葉になるでしょう？




